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八重畑地区ほ場整備事業関連遺跡発掘調査



序

本県には、旧石器時代の遺跡をはじめとする埋蔵文化財の包蔵地が数多く分布しております。そして、こ

れら先人の残した多くの貴重な文化遺産を保存し後世に伝えていくことは、私たち県民に課せられた重大な

責務であります。

一方、広大な面積を有しながらも山地が広い本県では、限られた平坦地で稲作を中心とする農業が営まれ

てまいりましたが、近年は宅地開発や減反問題に加え農業後継者の減少などにより農地面積の大幅な減少を

見ており、これに対し、農地の集約化を柱とする効率的な営農を目指す動きが起きております。そのため、

埋蔵文化財の包蔵地域でも掘削を伴う整地作業が度々必要とされるようになってまいりました。したがいま

して、埋蔵文化財の策護・県存と開発との調和が改めて今日的課題の一つとなってきたのであります。

当岩手県文化振興事業団は、埋蔵文化財センター創立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開

発事業によつてやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い記録保存する措置をとってまいりました。

本報告書は、石鳥谷町人重畑地区ほ場整備事業に関連して、平成14年度に発掘調査を実施した宿遺跡の発

掘調査結果をまとめたものであります。調査によって縄文時代および古代～中世と思われる遺構や遺物が確

認され、当該地域の歴史や周辺の遺跡との関連性を考える上で貴重な資料を提供することができました。

この報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財に対する理解の一助となれば幸いです。

最後になりましたが発掘調査及び報告書作成にご援助、ご協力賜りました岩手県花巻地方振興局農林部農

村整備室、岩手県教育委員会生涯学習文化課、石鳥谷町教育委員会をはじめとする多くの関係機関、関係各

位に深く感謝申し上げます。

平成15年 12月

財団法人 岩手県文化振興事業団
理事長 合 田   武



口例

1,本報告書は、岩手県審貫郡石′鳥谷町八重畑第26地割ほかに所在する宿遺跡の発掘調査の結果を収録 し

たものである。なお、隣接する宿館遺跡 (八重幡館跡)お よび蛇蠅岨遺跡との関連性についても若干言

及している。

2.本調査は、県営ほ場整備事業 (人重畑地区)に伴い、岩手県教育委員会生涯学習文化課と花巻地方振興

局農林部農村整備室との協議を経て、財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター (以下、当セ

ンター)が記録保存を目的として実施した緊急発掘調査である。

3.本遺跡の岩手県遺跡登録台帳における遺跡番号と、本調査時の遺跡略号は次の通りである。
遺跡番号  〔宿遺跡〕MH7-0110  (〔宿館遺跡〕W□17-0111、 〔蛇疑岨遺跡〕�田17-1046)
遺跡略号 SK-02

4.野外調査期間、調査面積、調査担当者は次の通りである。

野外調査期間 平成14年 8月 9日 ～11月 7日
野外調査面積 3,020m2

調査 担 当者 早坂 淳、高木 晃、小林訊卓

5.室内整理期間、整理担当者は次の通りである。

室内整理期間 平成14年 11月 1日 ～平成15年 3月 31日
整 理 担 当者 早坂 淳

6.出土品の鑑定は、次の機関に依頼した。

石器・石製品の石材鑑定   花尚岩研究会 (矢内桂三 岩手大学工学部教授ほか)
7.基準点測量および空中写真撮影は、次の機関に委託した。

基準点測量   有限会社北上測量設計
空中写真撮影  東邦航空株式会社

8.土層および土器の色調観察には、農林水産省農林水産技術会議事務局および財団法人日本色彩研究所の

監修による「新版標準土色帖」を参考にした。

9,野外調査および本報告書作成にあたり、石鳥谷町他に在住の野外作業員26名および遺跡周辺の住民と次
の方々のご協力・ご教示を得た。 (敬称略)

石鳥谷町教育委員会

井上雅孝 (滝沢村埋蔵文化財センター)

日下和寿 (岩手県教育委員会生涯学習文化課)

10,本報告書の執筆・編集は早坂淳が担当した。

11.本報告書の記載事項は、本遺跡の現地公開資料あるいは「平成14年度岩手県埋蔵文化財発掘調査略報」

の記載事項に優先するものである。

12。 本調査で得られた出土遺物や整理に関わる諸記録等については、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて

保管・管理されている。
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I.調査に至る経過

宿遺跡は、ほ場整備事業 (担い手育成区画整理型)人重畑地区の実施に伴い、その事業区域内に存するこ

とから発掘調査を実施することになったものである。

本事業は、石鳥谷町南東部に位置し平成9年度より進められている区画整理面積369haを行う事業であり、

大区画 l haを造成し大型機械による低コスト農業を目指すことはもとより、農地流動化を図り担い手農家を

育成し、地域全体として高生産性農業と安定経営を目的としている。

(岩手県花巻地方振興局農林部農村整備室)

Ⅱ.遺跡の位置と環境

1.位置と立地
石鳥谷町は、岩手県のほぼ中央に位置し、稗貫郡西部の北上川中流域に東西に細長く広がつている。東は

大迫町および東和町、西は岩手郡雫石町、南は花巻市、北は紫波郡紫波町に接している。北は稗貫川沿いに

大迫町へ、南は添市川沿いに東和町に抜けることができ、古来より交通の要衝に位置している。

宿遺跡は、岩手県稗貫郡石鳥谷町人重畑第26地割ほかに所在し、花巻空港から東におよそ4km、 北上川

が大きく西へ蛇行する手前の左岸段丘上 (標高83m前後)1こ位置している。周囲は全て平坦地で、現況は水

田および果樹園である。本年度調査区域も、調査開始前は水田からの転作による畑作地および果樹園に隣接

する農道であつた。東西に「へ」の字状に延びた農道沿いの長さ約230m、 幅約10mの綱長い区域 (A区・B

区)、 さらにその中央付近および東端から、それぞれ長さ約100m、 幅約 5mで細長くL字型を描くように南

に延びる区域 (C区・D区 )か らなっている。

なお、本年度調査区の西隣、北上川と二郷川の合流する左岸段丘上には入重幡館 (宿館)があつたとされ、

また、南東側には平安時代と目される蛇唾岨遺跡が隣接している。この地の南方は北上川の流れによって形

成された段丘崖に守られ、さらに西・南を巻くようにして北上川に流れ込む二郷川が外堀の役目はを呆たし

ているため、天然の要害として不可用されたと考えられる。

2.地形・地質
石鳥谷町を流れる北上川には、奥羽脊梁山脈に源を発する葛九川、耳取川、滝名川、さらに北上山系早地

峰山に源を発する稗貫川がそれぞれ注ぎ込み、それらの河川に沿つて低地が広がつている。西に奥羽脊染山

脈の標高約 600～ 800mの 中起伏山地の台山・塚瀬森・高狸山・権現森・諸倉山、東に早地峰山の小・中起

伏山地の廻館山・赤梅山・権現堂山が連なっている。奥羽脊染山脈と北上山地に挟まれた地形を北上川中心

に見てみると、西に花巻温泉丘陵 。二枚橋段丘、東に鷹山丘陵・滝田丘陵 。長沢丘陵といった河岸段丘が形

成されている。そのため、ここ入重畑地区一帯では北上川の左岸が急峻な段丘崖になっている。北上川の両

岸には、沖積世・洪積世の砂礫層や第四期のローム層が広がるが、標高が上がるにつれて両岸の表層地質は

異なる。西岸は第三紀の火山性岩石である流紋岩質岩石や集塊岩、また東岸は沖積世の砂礫、第四紀の火山

性岩石に分類されるロームや安山岩質岩石、中生代の深成岩に分類される花商岩質岩石、蛇紋岩質岩石など

で形成されている。土壊は、西岸の細粒灰色低地土壊真城統・細粒グライ土壌・褐色森林土壌に対して、東

岸では細粒灰色低地土壌・細粒グライ土壊・黒ボク土壊で形成されている。

-1-
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3.基本層序
本遺跡は、地形図上は砂礫堆積層の上にある。北上川によつて形成されたいわゆる段丘堆積物の段丘面に

表土 (I層 )、 Ⅱ層が堆積していると考えられる。本調査においては、数力所の深掘 リトレンチを設けて層

序を観察した結果、調査区域の基本層序は次のようにまとめることができた。

I層  黒色シルト (10YR2/1)。 粘性は弱く、しまりはない。耕作上である。

コ層  黒色シルト (7.5YR2/1)。 調査区西側には頻繁に見られるが、調査区東側に向かって次第に薄く

なり、C区南側からD区東側ではほとんど見られない。また、Ⅱ層下部にはⅢ層に向かつて暗褐色

シルトから暗掲色の砂や粘土へと変化する漸移層が認められる部分もある。

Ⅲ層  Ⅲ層以下の層序は、北上川など近隣の河川によつて形成されたと考えられる粘土層および砂礫層
の互層が観察され、層序の各深堀 トレンチ間での対応が把握しきれなかった。調査区西側のA区

(1号～ 3号深掘 リトレンチ)では、褐色～にぶい黄橙色の砂層・粘土層・シルト層がほぼ一定の

厚さで水平に重なっているように観察された。B区 (4号・5号深掘 リトレンチ)では薄い粘土層

と薄い砂層が粒径や種類を変えながら幾層にも重なって堆積しており、中には強い水酸化作用を受

けて赤褐色に変色している砂層も観察された。C区は厚い粘土層の下に砂層、D区北西側は厚い砂

層の下に粘土層、D区南東側は厚い粘土層がⅢ層とし観察されている。したがって、Ⅲ層以下は、

北上川をはじめとする河川の水流の影響を複雑に受けて形成された堆積層ととらえることが出来

る。今回の調査では、段丘面形成の一般的な過程を考慮するとともに、深掘 リトレンチによる試掘

でもⅢ層以下からの出土遺物が全 くなかったことを考え合わせ、Ⅲ層上面を遺構の唯―の検出面と

とらえて調査を行った。

なお、本報告書では遺構配置図他への記載を省略したが、B区で旧河道が 2条検出されている。まず、

A15グ リッド東側～A16グ リッド西側には、およそ南北の軸方向で開口幅約 6m、 開口部からの深さ約1.4m

の旧1可道が一条確認されている。埋土は主として均質な黒色土で、下半部から底部にかけて厚さ10cm程度の

自然堆積と考えられる粘土層が形成されていた。一部にベルトを残して掘り上げたが、遺物は皆無であつた。

同じくA21グ リッド東側～A22グ リッド西側には、およそ東西の軸方向で開口幅約10m、 開口部からの深さ

約1.4mの旧河道一条が検出されている。埋土は主として均質な黒色上で、その検出面上の一帯で縄文土器片

を主とする50点近い遺物破片が出土しているが、全て遺構外遺物として処理している。

4.周辺の遺跡
岩手県荻育委員会の試掘調査によれば、花巻市を含め、稗貫郡一帯には旧石器時代から近世にかけての数

多 くの遺跡が存在している。石鳥谷町内にも、平成13年度現在 187カ 所の遺跡が登録されている。しかし、

本格的な発掘調査の実施された遺跡は非常に少ない。昭和49年 に行われた東北縦貫自動車道や東北新幹線に

伴う調査が数例あり、縄文時代や平安時代の遺構や遺物などが発掘されたことから、各時代における人々の

生活の営みが少なからず明らかにされているが、それ以降、調査例は減少する。最近になってやっと道路整

備事業あるいはほ場整備事業にともなう部分的な調査が実施されるようになり、当センターでも、平成13年

度には島岡Ⅱ遺跡と稲荷遺跡の部分的な発掘調査を行い、本年度は、只の淵遺跡や高畑遺跡でも発掘調査
じゃ の めり

が行われた。また、各事業に沿う形で、本遺跡に隣接した宿館 (八重幡館)跡や蛇挺岨遺跡他の試掘調査も

岩手県教育委員会によつて断続的に行われている。これら周辺の遺跡の調査結果の詳細については、岩手県
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Ⅱb

Ⅲ

1

3

1号深掘リトレンチ

2号深掘リトレンチ

W
卜 い 81.800

3号深掘リトレンチ

L=81800
0

1号深掘リトレンチ
1 10YR2/1 黒色  シルト 表土 (耕作土 )
Ⅱ b 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト 漸移層 この地点
には■層黒色土がない。 I層 下部の漸移層か。

■ lCIYR5/4 にぶい黄褐色 砂 (粗砂 )
1 ltlYR6/4 にぶい黄褐色 粘土 マンガン斑および
斑鉄散見
2 1oYR8/2 灰自色 粘土 a層 との境に酸化鉄層
3 10YR6/4 にぶい黄褐色 粘土 マンガン斑集中
4 10YR7/4 にぶい黄褐色 粘土 斑鉄散見

2号深掘リトレンチ
1 10YR2/1 黒色  シルト 表土(耕作土)
Ⅱ 75YR2/1 黒色 シルト
Ⅱ 10YR4/6 褐色 砂
Ⅳ 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂
V 10YR6/4 にぶい黄褐色 粘土

3号深 掘 リ トレンチ
1 10YR2/1 黒色  シルト 表土 (耕作土)
Ⅱ 75YR3/3 暗褐色 砂質シルト Ⅱ層下部の漸移層か
Ш 10YR4/4 掲色 砂
Ⅳ 10YR5/4 にぶい責褐色 砂
V 10YR6/4 にぶい黄褐色 粘土

2m

第 4図 基本土層 (1)
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4号深掘リトレンチ (DT4)

5号深掘リトレンチ

南 壁

4号深掘リトレンチ
1 10YR2/1 黒色 ンル ト 表土 (耕作土)
Ⅱ 75YR2/1 黒色 シル ト
1 lCIYR4/6 褐色 中砂
2 111YR2/2 黒褐色 シルト混じりの細砂 ラミナ含む
3 10YR777 明黄掲色 中砂
4 10YR7/7 明黄褐色 砂質 シルト
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト
6 111YR6/4 にぶい責褐色 シルト
7 7 5YR6/6 橙色 粗砂 赤つぽく変色 (酸化 )
8 111YR5/2 灰黄褐色 細砂 全体が赤っぼく変色 (酸化 )
9 1tlYR5/2 灰黄掲色 細砂
10 10Ⅵも/2 灰黄褐色 細砂 (ややシルト的)下部赤っぼく変色

壁東

5号深掘リトレンチ
1 10YR2/1 黒色 シルト 表土 (耕作土)
Ⅱ 75YR2/1 黒色 シル ト
1 lllYR3/3 暗褐色 砂質シル ト
2 10YR4/6 掲色 細砂 黒色土ブロック含む
3 10YR4/6 褐色 細砂 黒色上プロック含む
4 10YR4/6 褐色 細砂
5 10YR4/6 掲色 中砂
6 10YR4/6 褐色 細砂
7 7 5YR4/4 掲色 粗砂 斑鉄含む
8 11JYR5/4 にぶい黄掲色 細砂
9 10YR5/4 にぶい黄掲色 /1E砂
10 10YR4/2 灰黄褐色 綱砂 ラミナ状
H 10XR6/4 にぶい黄橙色 粗砂～小礫
12 10YR6/4 にぶい黄橙色 粗砂～小礫
13 10YR5/4 にぶい黄栓色 細砂～砂質シルト
14 10YR3/4 にぶい黄橙色 細砂～斑鉄を含む
15 10YR5/4 にぶい黄橙色 粗砂
16 10YR4/2 灰褐色 粗砂～礫 酸化鉄層挟む

第 5図 基本土層 (2)
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(石鳥谷町)
No 遺 跡 名 種 時 代 等 /備 考
1 長 善 寺 Ⅱ 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、土師器、須恵器
2 島 集 落 跡 平安/土師器、須恵器
3 沼 の 欠 散 布 地 平安/土師器、須恵器
4 上 和  町  I 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、土師器、須恵器
5 上 沢 田 正 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、土師器
6 上 沢 田 Ⅱ 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、土師器
7 白 幡 林 古 墳 古 墳 古墳/古墳
8 北 向 古 墳 群 古 墳 群 古墳/古墳
9 八 日 市 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、土師器、須恵器
10 光 林 寺 舘 散布地・城館跡 縄文・古代 。中世/縄文土器、土師器、須恵器、堀
大 興 寺 I 散 布 地 古代/須恵器

12 大 興 寺 コ 散 布 地 古代/土師器口縁部
塚 原 集 落 跡 縄文・古代/縄文土器、土師器、須恵器、住居跡

14 内 御 堂 散 布 地 縄文 。平安/縄文土器、土師器
宇 1同 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、土師器、須恵器

16 保   沢  川 散 布 地 平安/土師器、須恵器
久  保  I 散 布 地 平安/土師器、須恵器
久  保   Ⅱ 散 布 地 平安/土師器、褒恵器
久  保  Ⅲ 散 布 地 平安/土師器、須恵器

20 明  戸   I 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、土師器、須恵器
21 明  戸   Ⅱ 散   布   地 縄文・古代/縄文土器、土師器
22 明  戸  Ⅲ 散 布 地 平安/土師器
23 明  戸  Ⅳ 散 布 地 平安/土師器、須恵器
24 番 屋 散 布 地 古代/土師器
島  岡  I 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、土師器

26 島  岡  Ⅱ 散 布 地 平安・近世/土師器、須恵器、水路跡
種 森 散 布 地 平安/土師器、須恵器

28 幅 散 布 地 縄文 。平安/縄文土器、土師器、須恵器
29 幅 欠 散 布 地 縄文 。平安/縄文土器、土師器、須恵器
30 野 沢 川 I 散 布 地 縄文・平安/縄文土器、土師器、須恵器
野  沢  川  Ⅱ 散 布 地 縄文・平安/縄文土器、土師器、須恵器
百  目  木 散 布 地 縄文 。平安/縄文土器、土師器
大 曲 散  布  地 平安/土師器、須恵器

34 上   野   々 散  布   地 縄文 。平安/縄文土器、土師器、須恵器
上 十 日 市 散 布 地 平安/土師器

36 士
登 計 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、土師器

37 戸 塚 蟹 沢 散 布 地 縄文・古代/縄文土器土器、土師器
硯 石 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、須恵器

39 長 石 散 布 地 縄文 。平安/縄文土器、土師器、須恵器
40 滝 田 笹 原 散 布 地 縄文・平安/縄文土器、土師器、須恵器、石器
41 蟹  沢  I 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、土師器
42 戸 塚 笹 原 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、土師器
43 蒲 沢 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、土師器
44 端 館 散布地・城館跡 平安 。中世/土師器、須恵器
45 下十日市古墳群 古 墳 群 古墳/古墳
46 塚 の 森 I 散 布 地 縄文・平安/縄文土器、土師器、須恵器
47 塚 の 森 Ⅱ 散 布 地 平安/土師器
48 七 ッ森 古墳 群 散布地・古墳群 縄文・古墳/縄文土器、古墳、土師器
49 七  ッ  森 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、土師器
50 貝 の 淵 I 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、土師器
51 猪 鼻 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、土師器
52 猪  景  E 散 布 地 古代/須恵器

第 1表 周辺の遺跡一覧 (1)
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(石蔦谷町)

No 遺   跡  名 種 】U 時 代 等 /備 考

下  館  Ⅱ 散 布 地 古代/土師器
54 関 散 布 地 古代/土師器
関 口 散 布 地 古代/土師器、須恵器

56 滝 田 歳 の 神 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、土師器
57 大 川 原 館 散布地・城館跡 縄文・古代/縄文土器、土塁、堀
曲  谷  地 散 布 地 縄文・平安/縄文土器、土師器、須恵器

59 見 山 散 布 地 古墳 縄文・古墳/縄文土器
60 見 山 古 墳 群 散 布 地 古墳/古墳
61 反 町 古墳群・祭祀跡 縄文・古墳/縄文土器、古墳、住居跡
62 滝 田 硯 石 散 布 地 平安/土師器
63 稲 荷 集 落 跡 縄文・古代/縄文土器、土師器、須恵器、刀子、鉄棒
64 書 野 散 布 地 古代/土師器
65 宿 ・ 宿 館 集落跡・城館跡 縄文～中世/縄文土器、土師器、堀、壕
66 蛇  虹  岨 散 布 地 平安/土師器
67 沢 流 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、土師器
68 安 堵 屋 敷 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、土師器

(花巻市)
69 佐 渡 川 古 墳 群 古 墳 群 古墳/円墳、土師器
70 宮 野 目方人 丁 城 館 跡 平安/住居跡、土師器、須恵器、鉄器、堀
71 上   ノ  山 散 布 地 縄文・古代/縄文土器
つ
々

，
′ 上 ノ 山 集落跡・城館跡 縄文～中世/堀、縄文土器、石器、土師器、須恵器
源  明  I 散 布 地 平安/須恵器

74 源  明  Ⅱ 散 布 地 古代/土師器
75 葛 散 布 地 縄文・平安/縄文土器、土師器
76 ME16-1069 散 布 地 縄文・平安/縄文土器、土師器、須恵器
77 十 塚 散 布 地 平安/塚、古銭
78 岳 散 布 地 古代/土師器
79 石  持  I 散 布 地 古代/土師器
80 石  持  Π 散 布 地 古代/土師器
馬  立   I 散 布 地 平賓/土師器

82 馬  立  コ 散 布 地 平安/土師器
田 力 中 野 散 布 地 縄文・平安/縄文土器、土師器

84 添 市 古 墳 群 散 布 地 古墳/古墳
東  野  袋 散 布 地 古代/土師器

86 庫 理 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、土師器
87 矢 沢 古 堂 散 布 地 古代/土師器、須恵器、鉄製品
上 幅 散 布 地 縄文 。古代/石器、縄文土器、竪穴住居

89 下 幅 散 布 地 古代 。平安/土師器、竪穴住居、須恵器
90 M E27-0221 散  布   地 古代/土師器・須恵器
91 矢 沢 八 幡 集落跡・城館跡 平安 。近世/竪穴住居、掘立柱跡、土師器、須恵器、古銭
92 経  塚  森 経 琢 古代/土師器、塚
〔
ン 寺 場 集 落 跡 古代/竪穴住居跡、土師器、須恵器
94 M E16-2364 古代/土師器
95 似 内 集 落 跡 古代/土師器、須恵器
96 似 内 散 布 地 古代/土師器、須恵器
97 M E26-0233 散 布 地 古代/土師器
98 下  似  内 散 布 地 古代/土師器、須恵器
99 下 東 散 布 地 吉代/土師器、須恵器
00 胡 四 王 山 館 散 布 地 平安/縄文土器、土師器、須恵器、空濠
01 槻 ノ 木 Ⅲ 散 布 地 縄文・古代/縄文土器、石器、土師器、須恵器
02 高  松   ] 散 布 地 縄文・弥生・平安/縄文土器、弥生土器、土師器
03 堰  袋  ] 散 布 地 古代/土師器、須恵器、土錘

第 2表 周辺の遺跡一覧 (2)
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教育委員会あるいは当センター発行の発掘調査報告書に譲るものとし、本報告では、周辺の遺跡の遺跡名 。

種別・該当する時代等の紹介とその遺跡分布図を掲載するのみに止める。

5.周辺の歴史
(1)稗貫郡の歴史

稗貫郡成立以前はもとより稗貫郡の成立については詳細な史料が全く見つかっていない。初めてその名が

登場するのは、岩手県一帝が陸奥国とよばれていた頃とされる。延暦二十 (801)年の征夷大将軍坂上田村

麻呂は胆沢平定の後、二十一年の胆沢城の築城、さらには二十三年の紫波城の築城を経て、「弘仁二 (811)

年に、陸奥国に和我、蒋縫、斯波の三郡を置く」 (日 本後記)と 紹介されているのみである。したがって郡

家 (役所)が置かれ郡司も任命されたと考えられるが、その後も何ら記録の残されないまま時が過ぎた。再

びその名を現すのは、およそ三百年後に安倍氏の台頭を見てからである。

(2)稗貫氏の興 りと没落

鎌倉幕府による平泉藤原氏討伐の後、戦功のあった関東御家人が奥羽各地を所領として与えられ、一族や

家臣が新たな郡司や地頭として下向した。それらの中から後に南部氏、斯波氏、和賀氏、稗貫氏、葛西氏、

伊達氏などの有力な領主が現れ、鎌倉幕府崩壊の後も南北朝時代の戦乱を経て戦国時代へと生き抜いてきた

のである。その中にあつて稗貫氏の記録は極めて少ないが、元は三河の国の中條氏ではなかったかとする説

がある。稗貫氏は、当初、現在の花巻市にあった十八ヶ城に居を構え、後に鳥谷ヶ崎城 (後の花巻城)に移

り住んだとされる。鎌倉幕府が倒された後の南北朝期には、当初南朝方であったが、後に北朝方の有力な領

主として存続し続けたと見られる。しかし、時代の趨勢を読み誤り豊臣秀吉の小田原征伐に参陣せず、後に

秀吉の奥州仕置によつて領地を没収され滅亡した。

(3)八重幡館 と八重幡氏

八重幡氏に関する詳しい資料が乏しく、また異説もあるが、その始祖は稗貫氏の始祖大和守広重の子光真

(ま たは光直)であったとされる。広重の子からは他にも後に有力文族となる亀ヶ森氏、大迫氏が出ている。

人重幡氏は代々稗貫氏の重臣として仕え、中には家老や執権として活躍するなど稗貫氏一族の中でも有力な

支族であったといわれる。永享年間には人重幡 (現人重畑)の地に館を築き居住していたとされる。秀吉の

奥州仕置による主家稗貫氏の没落によつて館は廃棄された模様で、その後同じく秀吉によつて領地を没収さ

れた和賀氏の家臣大竹氏一族が移り住み帰農して今日に至ったとされる。この地は、今は水田や果樹園ある

いは宅地になっているため、往時の面影はないが、かつては複数の郭に分けられた群郭式 (連郭式)の平城

であったと考えられている。「本丸」「二の九」「三の九」「出丸」「牢舎」「学問所」「馬屋」など多数の郭が

あったとも伝承されるが、これらの呼称は中世に使用されていたものとは考えられない。現在では、北上川

と二郷川の合流する左岸付近より、およそ北に向かって長さ約100m、 幅・深さともに悠に7mを超える空堀

跡が残るのみである。

(本節の内容は、主に参考・引用文献16～ 18よ り引用した。また、第 7図「八重畑館跡付近図」は参考・引

用文献3お よび19よ り引用し一部改変したものである。)
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Ⅲ

野外調査の方法

野外調査方法と室内整理の方法

(1)グ リッ ドの設定

今回調査した範囲は、東西および南北に対してわずかにずれた方向に細長く廷びた区域であったため、作

業効率を優先させるために調査区の形状に合わせてグリッドを設定した。大グリッドは 10m間隔で組み、

グリッド名には、およそ北から南に向かってA～ Fの アルファベット大文字を当て、直行する線上でおよそ

西から東に向かって 1～ 24の整数を当てた。南北方向の軸の方向角は東偏 18° 35′ 45〃 である。さらに2

m間隔で大グリッドの各軸を 5等分して 5× 5の 25区画の小グリッドに分け、北側から順にア行～ナ行のそ

れぞれ 5文字を東向きに配して小グリッドを設定した。なお、グリッドの基点とした基準抗および補杭の座

標は世界測地系に基づいて求めた。基準杭及び補杭の座標(X,Y)と 標高(H)は次の通りである。

基 1: x=-62890.354

基 2: X=-62926.066

補 1: X=-62857.18'

補 2: X=-62874.408

補 3: X=-62941.534

補 4: X=-62959。 394

Y=29011.399

Y=29117.531

Y=28912.830

Y=28964.010

Y=28994.177

Y=29047.253

H=82.489(m)

H=82.660(m)

H=82.204(m)

H=82.018(m)

H=82.763(m)

H=82.458(m)

(2)粗掘 り・遺構検 出

調査は、調査区をA～ Dの 4区に分け、まずA区農道沿いに設置されていた水路のU字管をコンクリート

製の台座ごと撤去した。 2カ所の台座跡をトレンチ代わりに掘 り下げたところ、すぐに玉砂利が大量に埋ま

つていることが分かつた。それら2カ所の玉砂利は手作業で全て撤去した。同様の台座跡が20数 力所残って

いたため、後日農道部分の掘 り下げの際に撹乱部分として予め重機によって玉砂利の撤去を行った。また、

A区からD区にかけての耕作地部分にはA区西側から順次 トレンチを入れた。途中、僅かに縄文土器片が出

たが、いずれのトレンチでもⅡ層まで遺物や遺構が見あたらなかたことから、Ⅱ層まで一括して重機による

粗掘りを行つた。その後、台座跡を利用した深掘 リトレンチで基本層序の確認を行うとともに、人手による

遺構検出をすすめた。

(3)遺構名の付 け方

遺構名は、遺構の種類毎に次のような記号を定め、数字を付けて仮番号とした。なお、本報告では遺構の

種類毎の掲載名をそれぞれ連番で表し、柱穴状小土抗のみ掲載番号と仮番号を観察表 (第 3～ 6表)に示した。

SKl、 SK2、 ～ :土坑 (陥 し穴含む)、

[APl、 BPl、 CPl、 DPl]～ :[A、 B、 C、 D]区の柱穴状小土坑
SDl、 SD2、 ～ :溝・堀

SBl、 SB2、 ～ :掘立柱建物跡
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(4)遺物の取 り上げ

遺物は遺構外出上のものがほとんどで、日付の他に小グリッド単位で層位を記入し、遺構内出上の場合は

やはり日付の他に遺構名と出土層位を記入して取 り上げている。

(5)遺構の記録

遺構の記録は主に実測図作成と写真撮影により行い、実測図に表現できないものはフイールドカー ドに記

録した。作図は、主として簡易やり方測量によつて平面図と断面図を作成した。また、必要に応 じて平板に

よる平面図も作成した。また、遺構の形状・深さにより正確な断面形を図化できない場合には完掘後にエレ

ベーション図を作成した。なお、縮尺は20分の1を基本とした。

写真は、半裁して得られる断面より埋上の堆積状況を、また完掘状態での全景をそれぞれ精査の途中で必

要に応じて撮影している。フイルムは 35mm判 と6× 9cm判のモノクロームネガフィルムを用いたほか

35mmカ ラーリバーサルフイルムも使用した。調査区全景については航空写真撮影を行った。

2.室 内整理の方法

(1)遺物の処理

遺物の処理は次の手順を踏んだ。

①水洗・乾燥 ②注記 ③接合・復元 ④掲載遺物の選別 ③実測図および拓影の作成 (遺物の実測図
は全て原寸で作成した。)⑥ トレース ⑦写真撮影 ③写真図版および図版の作成 ③収納

(2)遺構図面

各遺構毎に第 1原図 (平面図と断面図)を合成し第 2原図を作成した。遺構の第 2原図は全て縮尺 20分

の 1と した。また、遺構配置図は縮尺 400分の 1の全体図と縮尺 200分の1の部分拡大図を作成した。

(3)図版 について

主に第 2原図を縮尺20分の1の ままトレースし、必要に応じて台紙のサイズを変え、土器・陶磁器につい

ては縮尺を3分の1に し、剥片については、大きめのものは縮尺を約 3分の 1と し、小さいもののみ原寸の

ままとして報告書掲載用の図版を組んだ。

(4)遺物写真図版について

遺物写真は2個の微少な剥片のみ縮尺約 2分の 1で仕上げ、他は全て縮尺約3分の 1で仕上げたものを原

寸用台紙に貼り付けて報告書に載せるための写真図版組を行った。
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Ⅳ.検出された遺構と出土遺物

今回の発掘調査により、掘立柱建物跡 2棟、堀跡 1条、溝跡 16条、陥し穴状遺構 44基、土坑 27基、柱
穴列 3条、その他に柱穴状小土坑多数を検出した。なお、遺構配置図では省略したが、B区では、A15グ リ
ッド東側～A16グ リッド西側にかけて、およそ南北の軸方向で開口幅約 5mの旧河道が一条確認されている。
また、同じくB ttA21グ リッド東側～A22グ リッド西側にかけて、およそ東西の軸方向で開口幅約 10mの 旧

河道一条と複数の風倒木痕が確認され、特にこの旧河道の開口部付近のⅡ層底部を中′かとして、A区 ・B区
の E層から散発的に縄文土器片等が出土し、そのほとんどを遺構外遺物として取り上げた。

1.掘 立柱 建 物跡
1号掘立柱建物跡 (第 12図、写真図版 4、 第 4表 )

<位置・検出状況> B区 、A19サ、A19ウ ～B20イ 、A19二～A20ク 。P5を 除く各柱穴はⅢ層上面で明
瞭な黒色シル トのプランとして検出された。P5は、攪乱と考えられる浅くて楕円形に近い黒褐色シル トの

プランの中央付近で検出された。

<重複・新旧関係 > 18号陥し穴及び23号土坑との重複が確認されているが、柱穴と重複する遺構はなかっ
た。18号陥し穴の方が 1号掘立柱建物跡よりも旧いと考えられる。23号土坑との新旧関係は不明である。
<規模> 桁行 2間 (9.8m)、 梁行 2間 (8.Om)、 柱間は桁行間3.9～ 4.lm(13～ 13,7尺 )、 梁行間4.9m(16.3尺 )を
測る。柱穴の深さは検出面から14.5～ 61.Ocmを 測る。柱穴の配置はおよそ長方形を呈しているが、柱位置に

は若千のゆがみが見られ、全体がやや平行四辺形状を呈する。また、主軸上でP4か ら北西側に3.5m(11.6尺 )

離れて検出されたPlolよ、 1号掘立柱跡の柱穴と規模が似ており、庇の柱穴の跡と判断した。なお、南北両
側の調査区境に接しているため、遺構が調査区外へ延びている可能性もある。

<主軸方向> N-24° ―E

<柱穴の埋土の状況> いずれの柱穴も柱痕は確認できず、上半部にⅡ層相当の黒色シル ト、下半部には同
黒色シルトに地山褐色砂の混在層が堆積している。

<出土遺物> 遺物は出土しなかった。
<時代> 不明である。
<建物の性格> 総柱であることから、高床式の倉庫あるいは板張りの床をもった家屋の跡ではないかと考
えられる。

2号掘立柱建物跡 (第 13図、写真図版 4、 第 6表 )

<位置 。検出状況> C区 、 F12カ ～Gllネ、Gll工、 F llキ～ G12、 Ⅲ層褐色砂の上面で均質な黒色シル
トのみの明瞭なプランや黒色シルトと暗黄色砂～粘上のブロックが混在する明瞭なプランとして検出された。

<重複 。新旧関係> P8及 びP13の東側には抜き取り痕が検出された。〔第10図 :(P140)、 (P120)〕 その他、
時代の新旧関係が不明な柱穴状小土坑が 2基重複しているのみである。〔第10図 I P135、 P136、 P141〕

<規模> 桁行 2間 (4.2m)、 梁行 2間 (4.2m)、 柱間およそ2.lm(7尺 )を測る。柱穴の深さは検出面から
24.0～ 52.0硼 を測る。検出した範囲では総柱で正方形状を呈 している。さらに南北にそれぞれ1.2m(4尺 )
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離れた位置に桁行きと平行な柱穴列が各 1列並び、南北方向に平行に建て替えをした跡のようにも見えたが、

総柱と見た場合、中央部分の柱穴に関しては移動の跡がなく、最終的に南北両側に庇のある建物であつたと

判断した。なお、東西両側で調査区境に接しているため、遺構が調査区外へ続いている可能性もある。

<主軸方向> N-77° 一W

<柱穴の埋上の状況> いずれの柱穴も柱痕はなく、褐色砂 (地山)混 じりの黒色シルト(10YR2/2)及 びⅡ層

相当の均質な黒色シル ト(7.5YR2/1)で 埋まっていた。埋土の状態はそれぞれの柱穴で多少は異なるが、Ⅱ層

相当の黒色シルトが下になっている柱穴が多く、希にⅡ層相当の黒色シルトにも地山砂ブロックが入つてい

る程度の違いであった。そのことから、ほぼ同時期に全ての柱を抜いて埋め戻したものと考えられる。

<出土遺物> 柱穴Pllの埋土上部より縄文土器片が 1点出土した。

<時代 > 不明である。柱穴Pllか ら出土した縄文土器片は、検出面付近のⅡ層起源の埋土 (黒色シル ト)

から出土したものなので、黒色シルト中に含まれた状態で柱穴内に流入したものと判断し、時代判定の材料

とはしなかった。

<建物の性格> 総柱であるが柱間が狭いことから、高床式の倉庫の跡ではないかと考えられる。

2.柱穴列
1号柱穴列 (第 14図、写真図版 4、 第 4・ 5表 )

<位置・検出状況> C区 、C23イ ～D23キ、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトのプランとして検出された。 2

号柱穴列と軸方向がほぼ並行で、柱穴位置の対応も若干見られるが断定はできない。

<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<規模 > 柱間1.26～ 1.94m(4..2～ 6.5尺 )、 平均 1.69m(5.6尺 )、 Pl～ P8の 8基の柱穴状小土坑からなる。柱

穴は検出面から10cm前後と浅いが、検出面のⅢ上にⅡ層が残つていないことから、Ⅲ層上部がある程度削り

取られている可能性がある。

<主軸方向> N-18° 一E

<柱穴の埋土の状況> 黒色シルトが均質な状態で入つていた。

<出土遺物> 遺物は出土していない。

<時期>時代は不明である。

<柱穴列の性格> 2号柱穴列との間で柱穴の位置の対応も一部には見られるが、 2号柱穴列の柱間で 2ヶ

所ほど極端に狭い部分がありそれらの部分で対応できていないことや、 2号柱穴列のPlに対応する柱穴が

検出されないこと、 1号側のP2～ P3と P4～ P5の柱間が、 2号狽Jの柱間と大きくずれていること、さらに 1

号・ 2号柱穴列ともに検出面からの深さが10cm前後と浅く表土上面からもそれほど深くないこと、また、プ

ランの輪郭が比較的はつきりしている状況などから、あまり古くない時代の柵列などの跡である可能性もあ

ると判断した。その場合、 2号柱穴列と同時に使用されていたものか、建て替えの関係にあるものかは分か

らない。

2号柱穴列 (第 14図、写真図版 4、 第 4表 )

<位置・検出状況> C区 、C23カ ～D23ア、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトのプランとして検出された。 1
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号柱穴列と軸方向がほぼ平行で、柱穴位置の対応も若千見られるが断定はできない。

<重複 。新旧関係> 柱穴状小土坑P3の一部分が23号陥し穴と重複 し、これを切つているので、 2号柱穴

列の方が新しい。

<規模> 柱間1.60～ 1.80m(5。 3～ 6.0尺 )、 平均1.71m(57尺 )、 Pl～ P6の 6基の柱穴状小土坑からなる。 1号

柱穴列と同様に柱穴は検出面からlocm前後と浅いがP5のみ20cmに達 している。検出面より上にⅡ層が残つ

ていないことからⅢ層の上部がある程度削り取られている可能性がある。

<主軸方向> N-20° 一E

<柱穴の埋土の状況> 黒色シルトが均質な状態で入っていた。
<出土遺物> 遺物は出土していない。
<時期> 時代は不明である。
<柱穴列の性格> 1号柱穴列との間で柱穴の位置の対応も一部には見られるが、極端にずれている関係も

見られる。また、それぞれの埋土の状況からそれほど古くない時代の柵列である可能性も高い。その場合、

1号柱穴列と同時に建っていたものか、建て替えの関係にあるものかは分からない。

3号柱穴列 (第 14図、第 5表 )

<位置・検出状況> D区 、G14ク ～G14カ 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトのプランとして検出された。
<重複・新旧関係> 他の遺構との重複関係は認められない。
<規模> 柱間224～ 3.08m(8尺～10尺 )、 平均2.70m(6.9尺 )、 7基の柱穴状土坑からなる。検出面からの深

さは、P5の 16.5cmが一番浅く、他の 6基は20.Ocm以上であり、一番深いP3では57.Ocmに も達した。

<主軸方向> N-77° 一W

<柱穴の埋土の状況> どの柱穴も上層に黒色シル ト層、側面から底面にかけては小粒の褐色砂ブロック

(Ⅲ層検出面相当)を含む黒色シルト層であった。上層の黒色ンルト層は、柱を抜いた後の坦土であろう。

<出土遺物> 遺物は全く出土していない。
<時期> 時代は不明である。
<柱穴列の性格> 検出された柱穴はそれ程深いものではないが、 1号 。2号柱穴列に比べるとやや深い。

遺物が全 く出土しないため、時代を特定することができなかった。また、軸方向が、 2号掘立柱建物跡の桁

行き方向 (N-77° 一W)と ほぼ同じで、柱穴列の延長が 2号掘立柱建物跡の南側の間近を通る位置にあた

る。この 2号掘立柱建物跡との関連性について確かめることは不可能であるが、ここが北上川に面した段丘

崖部分との境界線の役割を担う柵列であつた可能性が考えられる。なお、調査区境にあるため、東側調査区

外に延びている可能性も考えられる他、柱穴の深さから見て、北側調査区外に延びた掘立柱建物の一部であ

る可能性も考えられる。

3.陥 し穴状遺構
44基検出した。開口部平面形や横断面の形状から溝状37基、円筒形 3基、長方形 4基の 3つ のタイプに大

きく分類した。溝状のものは、両端と中央部の幅の変化や壁面の切り方などでさらに細かく分類できる可能

性もあるが、本遺跡では壁面の崩落で大きく変形したと考えられるものも幾つかあるため、細かい分類は試
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みていない。また、溝状の場合は壁面の崩落によつて開口部や底面の痕跡がはつきりしないものがあり、溝

状の陥し穴状遺構では、概ね短径 (溝の幅)を中央部に設けたベルト付近の一番狭い位置で計測し、検出面

からの深さは同様にベルトの断面で確認した底面の位置で測つている。

なお、これらの陥し穴状遺構が、他の報告書や文献資料 (参考・引用文献23)か ら見て全て陥し穴の跡で

あると断定し、本報告では、以後、単に「陥し穴」と表記する。また、他の遺跡調査報告書や研究報告書を

比較すると、これらの陥し穴の形状的分類に付けられた名称には微妙な違いが認められ、単にアルファベッ

ト文字で機械的に分類している場合も多い。そこで、本報告においては、便宜上、前述の通り3つのタイプ

の陥し穴をそれぞれ「溝状陥し穴J「円筒形陥し穴」「長方形陥し穴」と表記することにした。

<陥 し穴の埋上の状況>

埋土の堆積状況は、ほぼ全ての陥し穴で共通している。特に、溝状陥し穴では、最下部にしまりのない黒

褐色～暗褐色のシルトまたは砂質シル トが薄い層状に堆積しており、今回の調査では底面及び底部の壁の識

別に一定の役害1を果たしている。上半部が厚い砂層になっている地区に掘られたものについては、上半部壁

面より崩落したと思われる砂が厚い単層あるいは 2～ 3層の重なりのようになって下半部に堆積している。

また、上半部が厚い粘土層の地区に掘られたものについては、下半部に粘土質や黒色シルト質の薄い互層が

形成されている。いずれの場合も降雨などによる流水によつて壁面から崩れ落ちたり地表から流れ込んで堆

積したものであると考えられる。その堆積層の上にはいずれの場合も浅い窪みが形成され、均質な黒色シル

ト層が形成されている。なお、縦断面の観察を試みた3号 。4号陥し穴では、いずれも中央付近が先に埋没

していく状況が認められる。これは、両端に比べて中央部の幅がやや狭いことがその理由と考えられる。一

方、円筒形陥し穴や長方形陥し穴でも、雨水などによって流れ込んだり側壁から崩落したと思われる砂質シ

ルト・粘土・黒色シルトなどが層を為して堆積している。したがって、いずれの陥し穴でも、埋土は自然に

堆積したものと考えられる。

<陥し穴からの出土遺物と掘られた時期について>

各陥し穴からの出土遺物は24号陥し穴の上部埋土からの縄文土器片が 1点あるのみで、出土遺物からそれ

ぞれの陥し穴が掘られた時期を判断することは出来ない。しかし、これまでの陥し穴研究 (参考・引用文献

23、 )に よれば、溝状、円筒形、長方形のいずれもが縄文時代後半に盛行するタイプであることから、本遺

跡でも縄文時代に帰属するものと考えられる。

(1)溝状陥し穴
1号陥し穴 (第 15図、写真図版 5)

<位置・検出状況> A区、A4ノ ～A5ナ、Ⅲ層上面で検出された。
<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<主軸方向> N-65° 一W

<規 模> 長径226cm× 短径36cm、 中央部深さ84crt。
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2号陥し穴 (第 15図、写真図版 5)

<位置・検出状況> A区、A9セ ～A10夕 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。

<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<主軸方向> N-49° 一W

<規 模 > 開口部は長径 320cm×短径 36cm、 中央部深さ 96cm。 3号陥し穴状遺構とハの字状に対を為す

ように検出されたが、時期的な関連は不明である。

3号陥し穴 (第 15図、写真図版 5)

<位置・検出状況> A区 、B9オ ～A10ナ、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出し

た。第 2号陥し穴状遺構とハの字状に対を為すように検出されたが、時期的な関連は不明である。

<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<主軸方向> N-68° ―E

<規 模> 開口部は長径 300cm× 短径 44cm、 中央部深さ 84cm。

4号陥し穴 (第 15図、写真図版 6)

<位置・検出状況> A区、A10サ ～A10ツ 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。

<重複 。新旧関係> 1号溝跡および 2号溝跡に切られており、第 4号陥し穴の方が旧い。

<主軸方向> N-49° 一W

<規 模> 開田部は長径 334cm× 短径 74cm、 中央部深さ 98cm。

5号陥し穴 (第 16図、写真図版 6)

<位置 。検出状況> B区、Allソ ～A12夕 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの長楕円形プランとして検出した。

<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<主軸方向> N-57° 一W

<規 模> 開口部は長径 360cm× 短径 74cm、 中央部深さ 98cm。 砂層に掘られたため、側壁の崩落の跡が

著しく観察され、元の規模は不明である。

6号陥し穴 (第 16図、写真図版 6)

<位置 。検出状況> B区、A13夕 ～A13ス、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。

<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<主軸方向> N-73° 一W

<規 模 > 開日部は長径 272clll× 短径 48clxl、 中央部深さ 84clll。 砂層に掘られていたため上半部は周囲か

ら砂が崩落して窪んだ厚い砂層が形されていた。下半部の壁も明瞭ではなかったが、周囲の厚い砂層に堆積

時のラミナが残つており、崩落による堆積部分との区別がかろうじて可能であつた。

7号陥し穴 (第 16図 .写真図版 6)

<位置 。検出状況> B区、A13ス ～A13卜 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。
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1号陥し穴

2号陥し穴

名

ml

崖

一引

号陥し穴
illYR1 7/1黒色 ンルト 均質
10YR1 7′ 黒色  ンル ト 暗褐色 褐色土ブロック50%
IllYR3/3 暗褐色 砂質シル ト 褐色土ブロック20%
10YR4/3 にぶい黄褐色 砂  しまり嘱い

2号陥し穴
1 7 5YR2/1 黒色 シル ト 黒色土ブロックЮ%
しまり弱ヤゝ

2 1oYR4/4 褐色 砂 黒色土斑状に20%
しまり弱い

3 75YR2/1 黒色 シルト 褐色土ブロック20%
しまり弱い

4 10YR4/6 褐色 砂 黒色土斑状に20%
しまり弱い

5 10YR4/6 掲色 大プロック しまり弱い
6 10YR2/3 黒掲色 砂質シルト 褐色土ブロック
20% しまり弱い
7 10YR4/6 掲色 砂 暗褐色ブロック20%
しまり弱い

8 10YRS/4 にぶい責褐色 砂 均質 しまり弱い
9 10YR2/3 黒褐色 砂質ンル ト しまり弱い
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3 11yYR2/2 黒褐色 砂質シル ト 褐色土ブロックを班状に含む
4 10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト
5 10YR2/2 黒褐色 シルト 底面を覆う

2号溝跡

A10チ

堪
1

A
――→ L=82 1C Onl
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<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-55° 一W

<規模> 開口部は長径 384cm× 短径 44cm、 中央部深さ 80cm。 砂層に掘られていたため上半部には周囲か

ら砂が崩落して窪んだ厚い砂層が形されていたが、下半部の壁と初期の堆積層が残っていた。

8号陥し穴 (第 16図、写真図版 6)

<位置・検出状況> B区 、A13ケ ～A14サ、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。
<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-48° 一W

<規 模> 開口部は長径 358cm× 短径 68cm、 中央部深さ 84cm。 砂層に掘られていたため上半部には周囲

から砂が崩落して窪んだ厚い砂層が形されていたが、下半部の壁と初期の堆積層が残っていた。

9号陥し穴 (第 16図、写真図版 7)

<位置 。検出状況> B区 、A14セ ～A15夕 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。
<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-69° ―W

<規 模> 開口部は長径 380cm× 短径 72cm、 中央部深さ 120cla。

10号陥し穴 (第 17図、写真図版 7)

<位置・検出状況> B区 、A13イ ～A13ウ 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。

<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-53° 一W

<規 模> 開口部は長径 354cm× 短径 60cm、 中央部深さ 120cm。

11号陥し穴 (第 17図、写真図版 7)

<位置・検出状況> B区、A15シ～A15チ、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの精円形のプランとして検出した。
<重複 。新旧関係> 17号土抗と重複するが、新旧関係は不明。

<主軸方向> N-56° 一W

<規 模> 開口部は長径 328cm× 短径 54cm、 中央部深さ 98cll。

12号陥し穴 (第 17図、写真図版 7)

<位置・検出状況> B区 、A18夕 ～B18工、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。
<重複 。新旧関係> 第13号陥し穴と重複しており、断面観察から12号陥し穴の方が新しいと考えられる。
<主軸方向> N-38° 一W

<規 模> 開田部は長径 618cm× 短径 60cm、 中央部深さ 106cm。 他の溝状のものに比べて 2倍程度の長さ

であつたが、厚い砂層地域であったため、全体的に崩落の痕跡が強く認められ、溝状陥し穴が 2基が直列に

並んでつながってしまったものかどうかの判別はできなかった。

-29-



ヤンラ|
ヶヽ ヤ

5号陥し穴

A12タ

号 陥 し穴
7 5YR2/1 黒色  シル ト 均質
10YR3/3 暗掲色 砂質シル ト
10YR5/6 黄褐色 砂 均質 一気に埋まった状態
25YR6/4 にぶい黄色 砂 中央がへこむ ラミナ状
2 5YR6/2 灰黄色 砂 底面に薄く褐色シル ト層 (厚 19mm)

7号陥し穴

8号陥し穴

H≠Fi3シ

ユ

崖

暗掲色砂質シルト

引

】や攻13ツ

―→ レ 8231111m

7号陥し穴

Ａ引　〔、、‐‐‐‐‥ＩＩＩマ
7 5YR2/1

10YR3/3

7 5YR2/1

10YR4/6

10YR2/2

黒色

暗掲色

黒色

掲色

黒褐色

卜

質

質

ト

ル

均

均

ル

・ｒ

ンヽ
　
　
　
　
　
ンヽ

ル

質

ト

ト

質

シ

砂

ル

ル

砂

ンヽ

ンヽ

斑状に掲色土大ブロック

ー気に埋まった状態

にぶい黄褐色砂

掘削底面

シルト 下部に掲色土プロック含む
砂質シル ト 掲色土プロック20～ 30%
砂 黒色土ブロック20～ 30%
砂 均質 一気に埋まっている9号陥し穴

8号陥し穴
1 7 5YR2/1
2 10YR2/2
3 10YR4/6
4 10YR4/6

色

色

褐

色

色

黒

黒

褐

掲ほゝに」にい」けレ　パト

名 レ 82 311elm

9号陥し穴
7 5YR2/1 黒色  ンルト
10-/2 黒褐色 砂質シルト 下部掲色砂プロック30～ 50%
10YR4/6 褐色  砂 崩落したプロックで黒色上を斑状に含む
10YR4/6 褐色  砂 均質 一気に埋まった状態
10YR5/4 にぶい責褐色 砂 均質 ラミナ状に見える 壁のライ
ンは確定できない。崩れた部分と生きている部分の境界は不明瞭
6 10YR2/1 黒色 シルト
7 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂
8 7 5YR2/1 黒色 砂質シルト

)         1:60        2m

第16図 陥し穴 (2)

ゝ

ぶ
礫

ぶ

6号陥し穴
1 7 5YR2/1 黒色
2 10YR3/3 暗褐色
3 10YR4/6 褐色
4 10YR2/2 黒褐色
5 10YR4/6 掲色
6 10YR4/4 褐色

灰自色粘土

シルト 下部に褐色土ブロック含む
砂質ンル ト 黒色を上斑状に含b
砂 均質 一気に埋まった状態
砂質シル ト ー気に埋まった状態
砂 3層 に同じ
砂質シル ト 底面に薄く帯状に黒色シルト層有 り

軋

さ

暗褐色砂質シルト

褐色砂

にぶい黄掲色砂

灰黄色砂

イ 暗褐色砂質シルト
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10号陥し穴

11号陥し穴

にぶい黄橙色粘土

名 レ 824011m

10号陥し穴
1 10YR2/2 黒色 シルト 表土に近い
2 7 5YR2/1 黒色  シル ト
3 1tlYR3/3 暗掲色 砂質シル ト 褐色土ブロック含む
4 1oYR守6 褐色 砂 均質 しまり弱い 上部は地山の壁の褐色砂
より細粒 底面に薄く黒色シル ト層

引 い 82 4tXlm

2号陥 し穴 (A― Al)
7 5YR2/1 黒色  シルト 均質
10YR3/3 暗褐色 砂質シルト
10YR3/3 褐色  砂
IOYR5/6 黄褐色 砂 均質
ltlYR5/6 にぶい黄掲色 砂 均質
10YR4/4 褐色  砂 黒色上がしみ状に混在
10YR5/6 黄褐色 砂 均質
10YR4/3 にぶい黄褐色 粗い砂
10YR4/4 褐色  粗い砂 黒色土がしみ状に混在
10YR4/3 にぶい黄褐色 粗い砂 均質

名 レ 823011m

11号陥し穴
1 7 5YR3/3
2 10YR3/3
3 10YR5/4
4  11jYR2/2

5  10YR5/4
6  10YR4/4

暗褐色 シルト 埋め戻しか ?
暗褐色 シルト
にぶい黄褐色 砂 黒掲色土プロック5%含む
黒褐色 シルト
にぶい黄掲 砂 均質 一気に崩れて埋まった状態
褐色 砂 しまり弱い

Ａ引

勇

B
―引 L82400m

12号陥し穴

13号陥し穴

12号陥し穴 (断面 )

13号陥し穴 (B一 BI)
1 7 5YR2/1 黒色  シルト 均質
2 10YR4/4 褐色  砂
3 10YR2/3 黒褐色 砂質シル ト
4 10YR3/4 暗褐色 砂 黒色土しみ状
5 10YR4/4 褐色  砂 均質 黒色土しみ状
6 10YR4/6 掲色  砂 均質
7 10YR3/2 黒褐色 砂質シル ト
8 10YR3/3 暗掲色 砂質シル ト 粗砂プロック30%

13号陥し穴
(断面)

第17図 陥し穴 (3)

0         1:60         2m
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13号陥し穴 (第 17図、写真図版 7)

<位置・検出状況> B区 、A18夕 ～B18工、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。
<重複・新旧関係 > 12号陥し穴と重複しており、断面観察から13号陥し穴の方が旧いと考えられる。

<主軸方向> N-52° 一W
<規 模> 開口部は長径 (410)cm× 短径 90cm、 中央部深さ 90ctl。 厚い砂層に掘られたため、全体的に側
壁が崩落しているようだ。

14号陥し穴 (第 18図、写真図版 9)

<位置・検出状況> B区 、A18ツ ～A18ノ、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出された。
<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-58° ―W
<規 模> 開口部は長径 260cln× 短径 28cln、 中央部深さ 80cm。

15号陥し穴 (第 18図、写真図版 8)

<位置・検出状況> B区、A19カ ～A19イ、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出された。
<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-62° 一W
<規 模> 開口部は長径 204cm× 短径 56cm、 中央部深さ 76cm。

16号陥し穴 (第 18図、写真図版 8)

<位置・検出状況> B区 、A19夕 ～A19チ、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。
<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-68° 一W
<規 模> 開口部は長径 208cm× 短径 79cm、 中央部深さ 88cm。

17号陥し穴 (第 18図、写真図版 9)

<位置 。検出状況> B区 、B19イ ～B19ウ 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。
<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった
<主軸方向> N-82° 一W
<規 模> 開田部は長径 (284)cm× 短径 64cm、 中央部深さ 74cm。

18号陥し穴 (第 18図、写真図版 8)

<位置・検出状況> B区 、A19ス～A19テ、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。
<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-46° 一W
<規 模> 開口部は長径 254cm× 短径 56cm、 中央部深さ 76cm。
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14号陥し穴 1.

15号陥し穴 壌18チ パ八
千更

Ａ「

砕 B'
I―

褐色土プロック含む

崩落ブロック

崩落ブロック

砂 壁より暗色

にぶい黄褐色砂
下層部酸化層互層状

14号陥し穴
1 lCIYR2/2
2 10YR4/6
3 10YR3/3
4 10YR4/6
5 10YR2/2
6  10YR4/4
7 10YR4/3

黒褐色  ンル ト
褐色  シル ト
暗褐色 ンル ト
褐色  シル ト
黒褐色 ンル ト
褐色  砂
にぶい黄褐色

15号陥し穴
1 7 5YR2/1
2 10YRa/3
3 10YR4/6
4 10YR3/3
5 10YR4/4
6  10YR4/3

黒色  シル ト 均質
暗褐色 粘土質シル ト
褐色  シル ト 崩落ブロック (黒色土小プロック)含む
暗褐色 シル ト (2層 と同質)
褐色  砂質シル ト
にぶい黄掲色 シル ト底面に薄 く黒色土層

塩 19チ

16号陥し穴

A
引

16号陥し穴
1 10YR2/2 黒褐色 シルト 下半に褐色土プロック含む
2 10YR4/4 褐色  砂質シルト 黒褐色土ブロック含む
3 10YR4/6 掲色  砂 均質
4 10YR4/4 褐色  砂 しまり弱

18号陥し穴 畑9/AIⅢ

17号陥し穴

為 レ 82500m

18号陥 し穴
1 10N/2 黒褐色 シル ト 下部に褐色土ブロック含む
2 10YR4/6 褐色  砂 均質
3 10N/3 黒褐色 砂質シルト

兆19ゥ

にぶし墳褐色砂

闊 圃 朝

17号陥し穴
1 10YR2/1 黒色  シル ト 褐色土プロック斑状 下部に炭化物
2 10YR4/6 褐色  砂質ンルト 壁面よりやや暗色
3 10YR4/4 褐色  シル ト
4 10YR4/6 褐色  シル ト 砂質シル ト
5 10YR3/3 暗褐色 シルト
6 10YR4/3 にぶい黄掲色 砂質ンル ト 地山の互層状の酸化物が
とぎれた所を壁と見た名

舞

0        ■6C1        2m

第18図 陥し穴 (4)

h上

トレンテ

北り
法

名卜82500m与

褐色砂質シル ト
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19号陥し穴 (第 19図、写真図版 8)

<位置 。検出状況> B区 、A23キ ～A23ウ、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。
<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-87° 一W
<規 模 > 開口部は長径 332cm× 短径 44cln、 中央部深さ44cm。
<覆土・堆積状況>

20号陥し穴 (第 19図、写真図版 8)

<位置・検出状況> B区 、A23二 ～A23ウ、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。
<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-42° 一W

<規 模> 開口部は長径 272cm× 短径 60cm、 中央部深さ 104cm。

21号陥し穴 (第 19図、写真図版 9)

<位置 。検出状況> C区 、B23シ～B23ス 、東端を調査区境のⅢ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプラ
ンとして検出した。東側部分は、調査区外に延びている。

<重複・新旧関係 > 26号陥し穴と重複し、これを切つているので、21号陥し穴の方が新しい。

<主軸方向> N-70° 一W

<規 模> 開口部は長径 240ctl× 短径 44cm、 中央部深さ 92cm。

22号陥し穴 (第 19図、写真図版 9)

<位置 。検出状況> C区 、B23チ～B23ツ 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。
東端を調査区境に断ち切られた状態で検出された。

<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-71° 一W
<規 模> 開口部は長径 (92)cm× 短径 24cm、 中央部深さ 76cIYl。                 ,

23号陥し穴 (第 19図、写真図版 9)

<位置 。検出状況> C区 、C23キ～C23ス 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。
<重複・新旧関係> 2号柱穴列のP3と重複しこれに切られているので、23号陥し穴の方が旧い。
<主軸方向> N-51° ―W
<規 模> 開口部は長径 (264)cm X短径 30cm、 中央部深さ 80cm。

24号陥し穴 (第20図、写真図版10)

<位置・検出状況> C区、C23シ～C23ス 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。
<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-71° 一W
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1誉
ぜへ閉キ

19号陥し穴

名 レ 82400m
B

19号陥し穴
1 7 5YR2/1 黒色
2 10YR4/4 褐色
3 10YR2/2 黒褐色
4 10YR3/3 暗褐色
5 10YR2/2 黒褐色
6 10YR4/4 掲色
7 10YR2/2 黒褐色
8 ЮYR3/3 暗掲色
9 10YR4/6 褐色

ア

髯
Ｂ２３
20号陥し穴

崖

崖

にぶい黄褐色砂質ンルト

灰黄掲色砂質シルト

×B23イ墜労
B

シル ト

粘土質シル ト

シルト

シルト

砂質シル ト

粘土質シルト

ン,レ ト 褐色土粒30%
シル ト 褐色土プロック30%
砂 しまり弱い

20号 陥し穴
1 75YR2/1 黒色
2 111YR2/2 黒掲色
3 10YR3/3 暗掲色
4 10YR4/4 褐色
5 10YR2/2 黒褐色
6 10YR4/4 褐色
7 1tlYR2/3 黒掲色

にぶい黄褐色

砂質ンルト

灰黄褐色砂

シルト
ンルト

シルト

粘土質シルト しまり強い
砂質シル ト

粘土質シルト

砂質シル ト

21号・26号陥し穴

22号陥し穴 上・ X
パ

調査区外

注

Ａ
引

ネーgあチ  2

A
引  卜 82 8tXlm

呵ぽ
23ンと3二

Tw

i23ス

名 い 82700m

号陥し穴 (BBI断面)
7 5YR2/1 黒色  シル ト
7 5YR2/1 黒色  シル ト 両脇 に
掲色粘土ブロック20%
10YR4/6 褐色 粘土
10YR2/1 黒色  シル ト
10YR4/6 褐色 粘土
10YR2/1 黒色  シル ト
10YR4/6 褐色 粘土
10YR2/1 黒色 シル ト
10YR4/6 褐色 砂質シル ト

21号陥し穴 (CCI断面 )
1 10YR4/4 褐色  粘土質シルト
2 75YR2/1 黒色  シルト
3 10YR5/6 黄褐色 粘土
4 1tlYR272 黒褐色 シルト
5 3層の粘土と4層の黒褐色シル トが混在

26号陥し穴 (CCi断面)
1 75YR2/1 黒色  シルト S【54の 一層
よりわずかに明色

2 10YR4/6 褐色  粘土
3 10VR4/4 褐色粘土と黒色上混在
4 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト

23号陥し穴
1 7 5YR2/1 黒色  シル ト
2 ЮYR4/4 褐色 粘土
3 75YR2/1 黒色 シル ト
4 10YR4/6 褐色 粘土
5 10YR2/2 黒褐色 砂質ンル ト
掲色粘土ブロック20%
6 ЮYR4/6 褐色 粘土
7 10YR2/2 黒褐色 砂質シル ト
8 10YR2/1 黒色 シル ト
9 10YR4/2 褐灰色 砂質シル ト

第19図 陥し穴 (5)
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芝1号陥し穴(断面)

にぶい黄褐色砂

26号陥し穴 (断面)
勘

22号陥し穴
1 75YR2/1
2 10YR4/6
3 10YR4/4
4 10YR2/1

シル ト

粘土

粘土質シルト

シルト 褐色粘土シルトプロック20%

褐色粘土

に
'囃

▼ヽ

黄褐色砂

灰黄褐色砂

0        ±6k1        2m

23号陥し穴
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<規 模> 開口部は長径 244cm× 短径 44cm、 中央部深さ 106cm。

25号陥し穴 (第 20図、写真図版 10)

<位置・検出状況> C区 、C23二～C23ヌ 、調査区境のⅢ層上面で黒色シルトの溝状のプランとして検出
した。

<重複 。新旧関係> 24号土抗と僅かに重複するが新旧関係は不明である。

<主軸方向> N-50° ―W
<規 模> 開口部は長径 314cm×短径 30cm、 中央部深さ 82cm。
<出土遺物> 埋土上部の黒色シルト層から縄文土器片が 1点出上した。 (第36図/写真図版30:16)

26号陥し穴 (第19図、写真図版 10)

<位置・検出状況> C区 、B23ス、C区の東側の調査区境のⅢ層上面で 21号陥し穴を精査中に、調査区
境付近で 21号陥し穴に切られた状態で遺構の西端を検出した。東側部分は、調査区外に延びている。

<重複 。新旧関係> 21号陥し穴と重複し、これに切られているので、26号陥し穴の方が旧い。

<主軸方向> 不明。掘 りすぎにより、調査区外へ出る部分の断面でしか存在を確認できなかった。
<規 模> 開口部は長径 (不明)×短径 108cm、 中央部深さ 138cm。

27号陥し穴 (第20図、写真図版 10)

<位置・検出状況> C区 、C23イ ～ C23ウ 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出さ
れた。東側部分は調査区外に延びている。

<重複 。新旧関係 > 13号溝跡と重複し、これに切られているので、27号陥し穴の方が旧い。

<主軸方向> N-44° 一W
<規 模 > 開口部は長径 (156)cm× 短径 24cm、 中央部深さ 90cm。

28号陥し穴 (第20図、写真図版10)

<位置・検出状況> C区 、B23ヌ 、Ⅲ層上で面明瞭な黒色シル トのプランとして検出された。東側部分は
調査区外に延びている。

<重複 。新旧関係> 12号溝跡と重複し、これに切られているので、28号陥し穴の方が旧い。

<主軸方向> N-70° 一W
<規 模> 開口部は長径 (52)cm× 短径 28cm、 調査区境の断面での深さ 68cm。

29号陥し穴 (第20図、写真図版11)

<位置・検出状況> C区 、E23ア ～E23ク 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。
<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-63° 一W
<規 模> 開口部は長径 282cll×短径 18cm、 中央部深さ 80cm。
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24号陥し穴

24号陥し穴

24号土抗

25号陥し穴
1 7 5YR2/1
2 10YR4/4
3 7 5YR2/1
4 10YR4/6
5 10YR2/2
6 1CIYR守 6
7 10YR"2

25号陥し穴

ギ
彼ヌ

上・ 調査区外

嚇
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一

皐
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崖

醐 土

にぶい黄褐色砂

7 5YR2/1

10YR4/6

10YR3/3

10YR3/4

10YR4/6

10YR4/4

10YR3/3

髯

27号陥し穴

A
引

だri=ri=二 =Ⅲ

黒色  ンル ト
掲色  粘土
暗褐色 砂質シル ト
褐色  粘土質ンル ト
掲色  粘土
褐色  粘土質ンル ト
暗褐色 砂質シル ト

黒色  ンル ト
褐色粘土

黒色  シル ト
褐色  粘土
黒掲色 砂質シル ト
褐色  粘土
黒掲色 砂質ンル ト

Al

Кに」にはぃγ却一パト

Ｗ

ぐ

調査区外

黄掲色土プロック

黄掲色土プロック

28号陥し穴

T彎

黒色  ンル ト
黒褐色 しまり有り 粘性有り
暗黒色 しまり有り 粘性有 り 掲色土ブロック混入
黄褐色 しまり有り 粘性極有 り

恭

H号 13号溝跡

しまり有り 粘性有り
しまり有り 粘性有り

暗褐色 シルト しまり有り 粘性有 り

明黄褐色 シル ト しまり有り 粘性有り
暗褐色 シルト しまり有り 粘性有 り
明黄掲色 シル ト しまり有り 粘性有り

27号陥 し穴
1 10YR2/1
1 10VR3/3
2 1oYR2/3
少量混入
3 10YR3/4
中量混入
4 10YR6/6
5 10YR3/4
6 10YR6/6

ンヽ
　
ンヽ
　
ンヽ

色

色

褐

色

黒

暗

黒

28号陥し穴
1 10YR2/2
1 10YR2/2
2 1CIYR3/3
3  10YR5/6

29号陥し穴

A'

A'

コい82 3tllh 瞬
29号 陥 し穴
1 ltlYR2/2 黒掲色 しまり有 り 粘性有 り
2 10YR6/6 明黄褐色 しまり有 り 粘性極有 り
3 10YR3/3 暗褐色 しまり有り 粘性極有 り
4 10YR3/4 暗掲色 しまり有り 粘性極有 り
5 10YR6/6 明黄褐色 しまり有 り 粘性極有 り
6 10YR3/2 黒褐色 しまり有り 粘性極有 り
7 1tlYR5/4 にぶい黄褐色 しまり有 り 粘性極有 り
明責掲色プロック少量

8 10YR4/4 褐色 しまりやや有 り 粘性極有 り
9 2 5YR4/4 オリ褐色 砂 しまり無し 粘性無 し

0         1:60        2m
I

R
黄褐色粘土

黄褐色砂

第20図  陥し穴 (6)

拡大図
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30号陥し穴 (第21図、写真図版11)

<位置・検出状況> C区 、F23ア ～F23キ、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。
<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-37° 一W

<規 模> 開口部は長径 268cm×短径 34cm、 中央部深さ 76cm。

31号陥し穴 (第21図、写真図版11)

<位置・検出状況> C区、 G23シ ～G23ツ 、Ⅲ層上面で黒色シルトの溝状のプランとして検出した。
<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-69° ―W

<規 模 >開 口部は長径 310cm×短径 42clll、 中央部深さ 114cm。

32号陥し穴 (第 21図、写真図版H)

<位置・検出状況> C区 、G23ノ ～G24二 、C区東側の調査区境のⅢ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状
のプランとして検出した。東側部分は調査区外に延びている。

<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-60° 一W

<規 模> 開口部は長径 370cm×短径 36cm、 中央部深さ 92cm。

33号陥し穴 (第21図、写真図版11)

<位置・検出状況> C区、A23ネ～A23ノ 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。
<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-67° 一W

<規 模> 開口部は長径 252cm× 短径 64cm、 中央部深さ 134cm。

34号陥し穴 (第22図、写真図版12)

<位置・検出状況> C区 、A23夕 ～A23ツ 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。
<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-66° 一W

<規 模> 開日部は長径 296cm× 短径 36cm、 中央部深さ 76cm。

35号陥し穴 (第 22図、写真図版12)

<位置・検出状況> C区 、A23卜 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出した。東側

部分は調査区外に延びている。

<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-58° 一W

<規 模> 開口部は長径 (64)cm× 短径 38cm、 中央部深さ 108cm。
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31号陥し穴

30号陥し穴
1 lllYR2/2
2 10YR3/3
3 10YR7/6
4 ЮYR3/3
5 10YR7/4
6 2 5YR4/6
7 2 5YR3/3

31号陥し穴
1  10VR2/2
2 1tlYR6/4
3 10YR5お
4 111YR6/6
5 25YR4/6
6 111YR3/3
7 10YR6/6
8 10YR3/2
9 10YR7/6
10  10YR5/2

崖

黒褐色 しまり有り 粘性有り
暗褐色 しまり有り 粘性有り 明黄褐色プロック少量含む
明黄褐色 しまり有 り 粘性有り
暗掲色 しまり有 り 粘性有り
にぶい黄橙色 しまり有り 粘性有り 砂質シルト少量含む
オリ褐色 砂 しまり無 し 粘性極有り
暗オリ褐色 砂 しまり無し 粘性有 り

黒褐色 しまり有 り 粘性有 り
にぶい責橙色 しまり有 り 粘性有 り
黄褐色 しまり有 り 粘性有 り
明黄褐色 しまり有り 粘性有 り
オリ褐色 砂 しまりやや有り 粘性無 し
暗褐色 しまり有 り 粘性極有 り 明黄褐色土混入
明黄褐色 しまり有 り 粘性有 り
黒褐色 しまり有 り 粘性有 り 明黄褐色土プロック
明黄褐色 しまり有 り 粘性有 り
灰責褐色 しまり有 り 粘性有 り

ネ
,ど

YBノ

32号陥し穴
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勢ネ

33号陥し穴
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32号陥し穴
1  10YR2/2
2 10YR7/4
3 10YR3/3
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10Чgこソ1

1CIYR7/6

に混入

10YR7/6

黒掲色 しまり有り 粘性極有り
にぶい黄橙色 しまり有り 粘性極有り
暗褐色 しまり有り 粘性枢有り 褐色土ブロック少量
にぶい黄栓色 しまり有り 粘性極有り
暗掲色 しまり有り 粘性極有り
黒色 しまりやや有り 粘性極有り
明責褐色 しまり有り 粘性極有 り 暗掲色土ブロック稿状

明黄褐色 しまり有り 粘性極有 り
暗褐色 しまり有 り 粘性極有り
明黄褐色 しまり有 り 粘性極有り
黄褐色 しまり無し 粘性無し
暗褐色 しまり有 り 粘悔極有り
にぶい黄橙色 しまり有り 粘性極有 り
明黄褐色 しまり有 り 粘性種有り
にぶい黄褐色 しまり有り 粘性極有 り

黄褐色 しまりやや有り 粘性やや有 り
暗褐色 しまり有り 粘性有 り
黄褐色 しまりやや有 り 粘性やや有り

33号陥し穴
10VR2/1 黒色 しまり有り 粘性有 り
10YR4/3 にぶい黄栓色 しまり有り 粘性極有 り 明黄褐色ブロ
ック中量混入

10YR5/6 責褐色
10YR6/6 明黄褐色
ltlYR3/3 暗掲色

混入

り

有

り

有

り

有

粘性極有 り

粘性極有 り

粘性有 り 明黄褐色プロック少量

9 10YR3/3
10 10YR7/6
11 10YR5/8
12 10YR3/4
13  10YR6/4

14 10YR6/6
15 10YR4/3
入
16 10YR5/8
17 1CIYR3/3

18  10YR5/8

明黄褐色土少畳混

砂質混入

砂質混入

第21図  陥し穴 (7)
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号陥し穴
10YR2/2 黒褐色
10YR6/6 明黄褐色
10YR7/6 明黄褐色
10YR3/3 暗褐色
10YR7/6 明黄褐色
10YR3/3 暗褐色
10YR5/8 責褐色

粘性有り

粘性極有り

粘性極有り 黒褐色土少量混入
粘性有 り

粘性極有 り

粘性有り

粘性有り 砂質シル ト混入

も
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有

有

り
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り
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有

り

無

無

34号陥し穴
1 10YR2/1
l ЮYR2/2
2  10YR3/4
3  10YR4/3
量含む
4  10YR6/6
5 10YR6/6
6 ЮYR2/3
7  10YR4/4

・キるHス

36号陥し穴
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36号陥し穴

A'
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当 r8231Xlm

10N/2
10YR7/6

10YR7/6

10YR3/3

10h/4
10YR7/6

10YR6/6

10YR3/3

レ 821011m

黒褐色 しまり有り 粘性有り
明黄褐色 しまり有り 粘性極有 リ プロック状
明黄褐色 しまり有り 粘性極有 り
暗掲色 しまり有り 粘性有 り
にぶい黄掲色 しまり有り 粘性極有 り
明黄褐色 しまり有り 粘性極有り
明黄褐色 砂質ンルト しまりやや有り 粘性無 し
暗褐色 しまり有り 粘性極有 り

37号陥し穴
1 10YR2/1
2  1oYR2/3
3  10YR2/2
2 5YR4/4

10YR3/3

2 5YR4/4

10YR2/2

入
10YR3/3

10YR4/4

10YR6/6

10YR2/2

10YR5/6

第22図 陥し穴 (3)

黒色  ンルト
黒褐色 しまり有 り 粘性有 り 掲色ブロック少量
暗褐色 しまり有り 粘性有り
にぶい黄褐色 しまり有 り 粘性有 り 明黄掲色プロック少

明黄掲色 しまり有 り 粘性枢有り
明黄褐色 しまり有 り 粘1と極有り
黒褐色 しまり有り 粘性極有り
褐色  しまり有り 粘性有 り 砂質土

37号陥し穴

庁

名 L=82000m

黒色  しまりやや有 り 粘性有 り
黒褐色 しまり有 り 粘性有 り
黒掲色 しまり有 り 粘性有 り
オリーブ掲色 砂質ンル ト しまり無し 粘性無し 壁崩落土
暗褐色 しまりやや有 り 粘性有 り
オリーブ褐色 砂質ンル ト しまり無し 粘性無し 壁崩落土
黒褐色 しまり有り 粘性有 リ オリーブ褐色の砂質シル ト混

暗掲色 しまりやや有 り 粘性有 り
褐色  しまり有 り 粘性有 り
明黄褐色 しまり有り 粘性極有り
黒掲色 しまり有 り 粘性極有 り
黄掲色 しまり有 り 粘性極有 り

0         1:60        2m
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36号陥し穴 (第22図、写真図版12)

<位置・検出状況> D区 、G16カ ～G16キ、Ⅲ層上面で検出した。

<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<主軸方向> N-62° 一W

<規 模> 開口部は長径 336cm× 短径 26cm、 中央都深さ 80cm。

37号陥し穴 (第22図、写真図版12)

<位置・検出状況> D区 、C llク ～CHケ 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの溝状のプランとして検出さ

れた。西側部分は調査区外に延びている。

<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<主軸方向> N-70° 一W

<規 模> 開口部は長径 (254)cm×短径 50cm、 中央部深さ 106cm。

(2)円筒形陥 し穴

38号陥し穴 (第23図、写真図版13)

<位置・検出状況> A区、AOテ ～BOテ、Ⅲ層上面の3号溝跡の埋上の下に明瞭な黒色シルトの円形の

プランとして検出した。

<重複・新旧関係> 3号溝跡に切られており38号陥し穴の方が旧い。

<主軸方向> (N-10° ―W)

<規 模> 開口部は長径 116cm× 短径 94cm、 中央部深さ 130cm。 底部中央には、開口部長径 6.Ocm× 短径

6.Ocm× 深さ 9,Oclnの逆茂木痕と思われる副穴が一カ所検出された。

39号陥し穴 (第23図、写真図版13)

<位置・検出状況> A区、AOネ ～AOノ 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの円形のプランとして検出した。

<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<主軸方向> (N-37° 一W)

<規 模> 開口部は長径 116cm× 短径 104cm、 中央部深さ 94cm。 底部中央には、開口部長径 8.Ocm× 短径

7.Ocm× 深さ 11.Ocmの逆茂木痕と思われる副穴が一カ所検出された。

40号陥し穴 (第23図、写真図版13)

<位置・検出状況> B区、A23ス ～A23ソ、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの円形のプランとして検出した。

<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<主軸方向> (N-70° 一W)

<規 模> 開口部は長径 144cm×短径 126cm、 中央部深さ78cm。 底都中央には、開口部長径 46.Ocm× 短径

30.Ocm× 深さ 14.Ocmの逆茂木痕と思われる副穴が一カ所検出された。
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38号陥し穴

ド

名 瑯 2∞Om
掲色砂質シルト

にぶし璃 色治土

38号陥 し穴
a 77YR2/1 黒色  シルト 炭粒含む
b 10YR4/4 褐色  砂 地山の崩落プロックか
o 10YR4/6 掲色  砂 地山の崩落プロックか
d 10YR3/3 暗褐色 砂質ンル ト しまり無 し

40号陥し穴

もぃ
23テ

に
Ｌ
Γ
ギ

39号陥し穴

酔ヽ
一
溝号

面

３
底

7 5YR2/1

10Ч彎 /3
10YR4/6

lllYR2/2

1tlYR3/4

逼

０
り
ヽ
∞
出

下

可

名 い 82 5tXIIn

10

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

ク混入
10YR4/4 褐色  しまり有り 粘性極有 り
10YR5/6 黄掲色 しまり有 り 粘性極有 り
lllYR5/8 黄掲色 砂質シルト しまり無し 粘性無し
ック混入

10YR2/3 黒褐色 しまり有 り 粘性極有 り
10YR5/8 黄褐色 砂質シル ト しまり無し 粘性無し
ック混入
10YR3/3 暗掲色 しまり有 り 粘性有 り
llJYR6/6 明黄褐色 しまり有 り 粘性極有り
lllYR3/4 暗褐色 しまり有 り 粘性有 り
10YR6/6 明黄褐色 しまり有 り 粘性極有り
10YR4/4 掲色  砂 しまり無し 粘性無し
10YR6/4 にぶい黄掲色 砂 しまり無 し 粘性無 し

黄褐色小ブロ

黄褐色イヽブロ

副穴埋土

第23図 陥し穴 (9)

■ い 82111111m
A'

39号陥し穴

6 1tlYR3/3

40号陥し穴
10YR2/2 黒掲色 しまり有 り 粘性有 り
10YR2/3 黒褐色 しまり有 り 粘性極有 り
10YR2/2 黒褐色 しまり有 り 粘,生極有 り
10YR3/2 黒褐色 しまり有 り 粘性極有 り
10VR4/3 にぶい黄褐色 しまり有 り 粘性極有り 全体的に明黄褐色
プロック混入
ltlYR6/6 明黄褐色 しまり有 り 粘性極有り
illYR5/6 黄褐色 しまり有 り 粘,生極有り
10YR/3 暗褐色 しまり有り 粘 /LE有 り
10YR4/6 褐色  砂質シル ト しまりやや有り 粘性無し
10YR6/6 明黄褐色 しまり有 り 粘性極有り
10YR5/4 にぶい黄褐色 しまり有 り 粘性極有り 明黄褐色小ブロッ

睡 シルト

随 砂質ンルト

にぶい黄掲色砂

黒色  シル ト 上半均質 下部に褐色土ブロック
暗褐色 砂質シル ト
褐色 砂主体の崩落プロック
黒褐色 シルト しまり有 り
にぶい黄褐色 粘土質シルト
暗褐色 砂質シル ト しまり無し
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(3)長方形陥 し穴

41号陥し穴 (第24図、写真図版14)

<位置・検出状況> B区、A9工～B9カ、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの精円形のプランとして検出された。

42号陥し穴と長軸方向がほぼ平行になるように隣接して検出された。

<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<主軸方向> (N-54° 一W)

<規 模> 開口部は長径 234cm× 短径 144cm、 中央部深さ 78cm。 底部にはおよそ主軸方向に並んだ逆茂木

痕と思われる副穴が 3カ所検出された。副穴の規模は、それぞれ長径 12cm×短径 10cm× 深さ2.5cm、 長径16

cln×短径8cm×深さ1.9cm、 長径6cul× 短径6cm×深さ3.4cm。

42号陥し穴 (第24図、写真図版 14)

<位置・検出状況> B区、B8オ～B9ア、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの楕円形のプランとして検出された。

41号陥し穴と長軸方向がほぼ平行になるように隣接して検出された。

<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<主軸方向> (N-57° 一W)

<規 模> 開田部は長径226cm× 短径 100cla、 中央部深さ86cll。 底部にはおよそ主軸方向に並んだ逆茂木痕

と思われる副穴が 3カ所検出された。副穴の規模は、それぞれ長径 16cm× 短径 12cm× 深さ1.6cm、 長径8cm×

短径6cln×深さ2.5cm、 長径12cm× 短径12cm× 深さ2.3cll。

43号 陥し穴 (第24図、写真図版14)

<位置・検出状況> C区 、B23サ、C区西恨1調査区境のⅢ層上面で明瞭な黒色シル トの楕円形のプランと

して検出した。

<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<主軸方向> N-31° 一W

<規 模> 開口部は長径 (192)cm×短径 90cm、 中央部深さ 106cm、 底面では逆茂木痕を検出できなかつた。

44号陥し穴 (第24図、写真図版14)

<位置 。検出状況> D区 、D llヌ ～Dllネ 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトの精円形のプランとして検出

した。C区西側調査区境に切られた状態で検出された。

<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<主軸方向> N-68° ―W

<規 模>開 口部は長径 (124)cm× 短径 96cm、 中央部深さ 104cln。 底部にはおよそ主軸方向に並んだ逆茂木

痕と思われる副穴が 2カ 所検出された。副穴の規模は、それぞれ長径8cm× 短径6cm× 深さ13cm、 長径 10cm×

短径7cm× 深さ17cm。
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41号陥し穴

】受毛9ォ

42号陥し穴

為 い 8210m

42号陥し穴
1 7 5YR2/1 黒色
2 1oYR3/3 暗掲色
3 10YR4/6 褐色
4 10YR4/4 褐色
5 10YR3/3 Π旨褐色
6 10YR2/2 黒掲色

にぶい熱 粘土

シルト 全体It―で英雑物なし
砂質シルト

砂 崩落プロック
砂 (祖粒)埋め戻 しか ?崩落したか ?
砂質シル ト 褐色砂プロック
砂質シルト 比較的均質

Кゝ」」」けＶｖ　ぷ一
ゼ

75YR2/1 黒色
10YR3/4  暗褐色
10YR4/6 褐色
10YR3お  暗褐色
ЮYR2/2 黒掲色
10YR4/4 褐色
10YR2/2 黒褐色

シル ト 下部に褐色砂ブロック
砂質シル ト 黒色土斑状 5～ 10%
砂 均質  しまり弱い 崩落プロック
砂質シル ト 黒色土斑状 10%
砂質シル ト 締 まりやや強
砂質シル ト

砂質シル ト

44号陥し穴

かくらん

44号陥し穴
1 10YR2/2 黒色 シル ト
■ 75YR2/2 黒色 シル ト
1 10ヽrR2/2 黒掲色 しまりやや有 り 粘性有 り 明黄褐色砂下位に混入
2 25YR4/6 オリーブ掲色 しまりなし 粘性無し 砂質シルト
3 2 5YR5/6 黄褐色 しまりなし 粘性無し 砂質シルト
4 1oYR3/4 暗褐色 しまりややあり 粘性あり
5 25YR6/6 明黄掲色 しまりなし 粘1生無 し
6 25YR4/6 オリーブ掲色 しまりなし 粘性無し
7 2 5YR4/4 オリーブ褐色 しまりなし 粘性有り 砂質シル ト
8 10YR3/4 暗褐色 しまりなし 粘性やや有 り 砂質シルト混入
9 25YR4/6 オリーブ褐色褐色 しまりなし 粘性無し 砂
I0 25YR5/6 黄掲色 しまりややあり 粘性ややあり 砂質シルト
11 25YR6/6 明黄褐色 しまりなし 粘性無 し 砂 下位に黒褐色土 縞
状に混入
12 10YR7/4 にぶい黄褐色 しまりなし 粘性無し 砂
13 ЮYR7/4 にぶい黄褐色 粘土 しまり有 り 括性極有り
14 10YR3/3 暗褐色 しまりなし 粘性有 り

43号陥し穴

ぬ上

43号 陥 し穴
1 10YR4/4 褐色 粘土質シル ト 凹地にたまった状態
2 7 5YR2/1 黒色 シル ト 下部に褐色土粒を含む
a 上半の黄掲色土 崩落プロック loYR 5/6
b aと 黒色上が 111の混合
C 75YR2/1 黒色 シル ト 崩落土 (水成堆積か)
d 10YR4/4 灰黄褐色 砂質シル ト しまり弱 底面上の堆積土

0        1:60       2m

チ

Ｘ
Ｃ２

第24図 陥し穴 (10)

Ａ引
調
査
区
外
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.堀跡

堀跡は 1条だけ検出された。横断面が逆さの台形状で、Ⅱ層底面からⅢ層上面にかけて確認されている。

1号堀跡 (第25図、写真図版15)

<位置 。検出状況> D区 、B llス ～B llソ 、Ⅲ層上面で検出された。
<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-72° 一W

<規 模> 開口部幅は 3.16～ 3.04m、 底部幅 0.64～ 0,82m、 検出部の長さおよそ 4.7m、 検出面からの平均
の深さ1.17m、 現在の地表からの深さはおよそ 2mである。なお、平成14年度、本調査の開始と前後して、

岩手県教育委員会生涯学習文化課による付近一帯の試掘調査が行われており、その調査データや本調査時の

ボウリング調査によって、遺構配置図 (第 8・ 10・ 11図 )に示したような東側の延長部分の存在が確認され

ている。

<覆土・堆積状況> 底部には側面からの崩落土を含む自然堆積と思われる明るい粘土層が見られる。その

すぐ上の 3層黒褐色シル トは、この堀が使用されていた当時の表上が流れ込んだ自然堆積層と考えられる。

その上の 2層暗trf」色シルトも自然堆積したものと考えられる。 1層黒褐色シル トは、明黄掲色の砂質シル ト

～砂をブロック状に含んでおり、堀が完全に埋没した後の耕作活動の際に、Ⅱ層下部漸移層の暗褐色シルト

に堀の両岸の地山黄掲色砂質シル トが巻き込まれて形成された可能性も考えられる。また、この堀跡の北側

間近には、50～ 80cm離れてほぼ平行に掘られている 14号溝跡があるが、この溝の掘削時に排出された地山

ブロックが 1層 に流入している可能性もある。

<出土遺物> 遺物は全 く出土しなかった。
<時 期> 隣接する人重幡館 (人重畑館・宿館)跡の遺構とされる空堀跡 (幅・深さとも7m以上)に比
べると、現在の地表からの深さが 2m余 りとかなり浅めである。岩手県教育委員会生涯学習文化課の最新の

試掘調査によると、規模や埋土の状況がよく似た堀跡が、空堀跡の僅かに東側を南北に走っている可能性が

認められている。 1号堀跡はその一部とも考えられ、館に付随する郭を仕切つていた堀の可能性もある。な

お、文献によると、この調査区域を含む館跡一帯は、中世末期に旧郡主稗貫氏が豊臣秀吉の奥州仕置きによ

り減亡した後、稗貫氏の支族でともに減びた和賀氏の重臣大竹氏が一族そろって帰農した際に入植地として

移り住み、開墾されて現在に至ったとされている。したがって、この堀跡は、近世初頭の開墾の過程で埋め

立てられた堀跡である可能性も考えられる。
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調査区外

名

1号掘跡
1 10YR3/2 黒掲色 しまり有り 粘性有り 明黄褐色砂を粒～プロック
状に中量含む

2 1oYR3/3 暗掲色 しまり有り 粘性有り
3 10YR2/3 黒褐色 しまり有り 粘性有 り
4 10YR3/3 暗褐色 しまり有 り 粘性有 り 黄橙色砂混入
5 10YR3/4 暗褐色 しまり有 り 粘性有 り
6 10YR6/6 明黄褐色  しまり有り 粘性極有 り
7 10YR3/4 暗褐色 しまり有り 粘性有 り
8 10YR2/3 黒掲色 しまり有 り 粘性有 り
9 10YR4/4 褐色 しまり有 り 粘性有り
10 10YR6/6 明黄褐色 しまり有り 粘性有 り 砂質土
11 10YR6/6 明黄褐色  しまり有り 粘性極有り 壁崩落か
12 25YR4/4 オリープ褐色 しまりやや有り 粘性有り
13 10YR6/6 明黄褐色  しまり有り 粘性極有り 壁崩落か
14 111YR7/6 明黄褐色 しまり有 り 粘性有 り 壁崩落か
地山 10YR6/4に ぶい黄橙色 砂質シル ト

BI=82.200騨 ど
l 
卜

一

1:50           2m

14号溝跡
1 10YR2/1 黒色シルト
地山 黄褐色粘土

1号堀跡、溝跡
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5。 滞跡

溝跡は14条検出されている。A区～B区まではおよそ南北方向の溝が多 く検出され、C区では東西方向の

溝だけが検出されている。ほとんどの溝跡が調査区外まで続いていると見られるが、調査区に挟まれた農耕

地の中でそれらがどのような関係になっているのか、あるいは 1号堀跡の東西の延長部分につながるのかな

どについては確認ができなかった。

1号溝跡 (第26図、写真図版16)

<位置・検出状況> A区 、A10シ ～B10ア 、Ⅲ層上面で検出された。
<重複・新旧関係> 4号 陥し穴状遺構と一部で重複し、これを切つているので、 1号溝跡の方が新しいと

考えられる。

<主軸方向> N-30° 一W

<規 模> 開口部幅 22cm～ 44cm、 検出部の長さおよそ 7.4m、 検出面からの平均の深さ 6.4cm。

<覆土・堆積状況> 断面からは、 1号溝跡の直接の埋土である 3層黒色砂質シルトの西隣りの 4層黒色砂

質シルト部分に別の細い溝跡があつた可能性も考えられるが、検出面よりも上のため、粗掘りの際に消失し

た可能性がある。 3層 と4層の違いは褐色砂プロックの含まれる量である。また 3層 と2号溝跡埋上の 5層

は土質が似ており、両層の上にまたがるように褐色砂大ブロック入りの 2層黒色シル トが進積している。

<出土遺物> 遺物は全 く出土しなかった。
<時 期> 不明

2号溝跡 (第26図、写真図版16)

<位置・検出状況> A区 、A10シ ～B10イ 、Ⅲ層上面で検出された。
<重複・新旧関係 > 4号 陥し穴と一部で重複し、これを切っているので、 2号溝跡の方が新しいと考えら

れる。

<主軸方向> N-32° 一W

<規 模> 開口部幅44cHl～ 54cll、 検出部の長さおよそ 8.5m、 平均の深さ 7.9cm。

<覆土・堆積状況> 1号溝跡を参照。

<出土遺物> 遺物は全 く出土しなかった。
<時 期> 不明

3号溝跡 (第27図、写真図版16)

<位置・検出状況 > A区 、Alア ～CO工、Ⅲ層上面で検出された。この付近は検出面が粘土層

(7.5YR5/4にぶい褐色粘土層)になっており、砂層が広がっているA区の中では異質の検出面である。

<重複・新旧関係 > 38号陥し穴上半部西側を斜めに切つているので、3号溝跡の方が新しいと考えられる。

<主軸方向> N-29° 一E

<規 模> 開田部幅 140clll～ 156cm、 検出部の長さおよそ 8,7m、 平均の深さ 39.8m。

<覆土・堆積状況> I層 (表土)の下にH層相当の 1層黒色シルトが堆積し、その下の溝底部上面には褐

色土粒を若干含む 2層黒色シルトが堆積している。
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調査区外

1号濤跡

2号溝跡

1号溝跡
1 10N/1
1  10N/1
2.  16Y“ uッ 1

9  10YR2/1

2号溝跡
4 koYR2/1
3 1o剛と
6 1oYR22

離
鋭
鶏
離・　
　
離
絶
馳

1号溝跡

ンルト (表土)
シルト 均質
シルト 褐色砂大ブ言ッタ50%混在

―

砂質ンルト 禍色土プロック10～ 20%下部に多い

砂質シルト 攪色土ブロック20～ 30%

騒yt'罐据韮:夢:と多娩ゆ
%

0          1150          2m

第26図 溝跡 (2)
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調査区外

3号溝跡

A
――引 L=82.lCXlm

3号溝跡
1 10YR2/1 黒色 シルト
1 75W14 黒色 シルト
2 ■5YR2/1 黒色 ンルト
地1山 7 5YR5/41こ ぶい黄褐色

均質

褐色土粒 5%
鶏土

ギ
け

第27図 溝跡 (3)
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<出土遺物> 遺物は全 く出土しなかった。
<時 期> 1号 堀跡の西側延長部分がこの溝の延長位置まで続いてきているとすれば、この 2条がどのよ

うな関係になるかによってある程度時期を推し量れるが、今回の調査では交錯地点が調査区外になるため確

認できなかった。

4号溝跡 (第 28図、写真図版17)

<位置・検出状況> B区 、A12セ ～B12ウ 。Ⅲ層上面で検出された。 5号溝跡とほぼ直角につながってい

るが、区別するために名前を別々にした。

<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-30° 一E

<規 模> 開口部幅 18cm～ 40cm、 検出部の長さおよそ 5,7m、 平均の深さ 11.5cal。
<覆土・堆積状況> 検出面から下の埋土は、 1層黒色砂質シルトのみである。
<出土遺物> さびた鉄製品の小片が 1層上部から1個出土した。詳細不明により不掲載とした。
<時 期> 不明

5号清跡 (第28図、写真図版 17)

<位置・検出状況> B区、B12ア ～B13オ、Ⅲ層上面で検出された。
<重複 。新旧関係> 10号陥し穴を斜めに切っているので、 5号溝の方が新しい遺構である。

<主軸方向> N-70° 一W

<規 模> 開田部幅 14cm～ 90cm、 検出部の長さおよそ 18.Om、 平均の深さ 9.4cln。
<覆土・堆積状況> 検出面から下の埋土は、 1層黒色砂質シルトのみである。底面の地山砂質シルトと上

位の黒色ンルトが雨水などの流れによって均質に混じりながら堆積した層であろう。

<出土遺物> 陶磁器時期片が 1層上部から1個出土した。詳細不明のため、不掲載とした。
<時 期> 不明

6号溝跡 (第29図、写真図版17)

<位置・検出状況> B区、B18キ～C18イ 、Ⅲ層上面で検出された。
<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-18° 一E

<規 模> 開口部幅 40cll～ 80cm、 検出部の長さおよそ 9,7m、 平均の深さ 18.8cm。
<覆土・堆積状況> 2層黒褐色砂質シルトが側面から底部に堆積し、中央の窪みを 1層黒色シル トが埋め
ている。 2層は底面の地山砂質シルトと上位の黒色シル トが雨水などの流れによって均質に混じりながら堆

積した層であろう。

<出土遺物> 遺物は全く出土しなかった。
<時 期> 不明
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7号溝跡 (第29図、写真図版 18)

<位置・検出状況> B区 、A17コ ～B18ア。Ⅲ層上面で検出された。
<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-1° ―E

<規 模> 開日部幅 46cm～ 82cm、 検出部の長さおよそ lo.lm、 平均の深さ 10.4cm。
<覆土・堆積状況> 1層黒色シルトが均質に堆積している。
<出土遺物> 遺物は全 く出土しなかった。
<時 期> 不明

8号溝跡 (第29図、写真図版 18)

<位置・検出状況> B区 、A18ア ～A18チ。Ⅱ層上面で検出された。
<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-5° 一E

<規 模> 開口部幅 30cm～ 80cm、 検出部の長さおよそ 6.6m、 平均の深さ 11.lcm。
<覆土・堆積状況> 1層黒色シルトが均質に堆積している。
<出土遺物> 遺物は全く出土しなかった。
<時 期> 不明

9号溝跡 (第30図 、写真図版18)

<位置・検出状況> B区、A20ク ～B20オ 。Ⅲ層上面で検出された。平面形や断面の観察からは、南西に

延びた複数の溝が重複していることが伺われたが、個々の溝の判別が部分的にしかできない状態であったた

め、北側で北西にほぼ直角に延びた短い溝も含めて 1条と数え登録した。この 2方向の溝跡の向きが西に接

する 1号掘立柱建物跡の 2辺 とほぼ並行していることや、位置的に見て近いことから、同建物跡の周囲に排

水溝として掘られた溝の一部であつた可能性も考えられる。

<重複・新旧関係> 互いに複雑に重複した溝跡以外には遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-27° 一W

<規模> 開口部幅 24cm～ 168cm、 検出部の最大の長さおよそ 9,6m、 平均の深さ 10.5cm。
<覆土・堆積状況> 南面及び 1層黒褐色シル トは地山ブロック (黄褐色砂)を多く含む。埋め戻しか。
<出土遺物> 遺物は全 く出土しなかった。
<時 期> 不明

10号溝跡 (第31図 、写真図版19)

<位置 。検出状況> C区、B23ナ～B23ヌ 、Ⅲ層上面で検出された。
<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-73° 一W

<規 模 > 開口部幅 16cm～ 22cm、 検出部の長さおよそ 4.3m、 平均の深さ 16.lcm。
<覆土・堆積状況> Ⅱ層起源の黒色シル トである。
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<出土遺物> 遺物は全く出土しなかった。
<時 期 > 不明

11号溝跡 (第 31図、写真図版20)

<位置 。検出状況> C区 、C23ア ～C23ウ 。Ⅲ層上面で検出された。
<重複 。新旧関係 > 13号溝跡とほぼ並行に重複し、その埋土の上半部を切っているので、11号溝跡の方が

新しいと考えられる。また、13号溝跡が27号陥し穴より新しいので、11号溝跡も27号陥し穴より新しい。

<規模 > 開口部幅 44cm～ 68cm、 検出部の長さおよそ 4.6m、 平均の深さ 8.5cm。

<主軸方向> N-70° 一W

<覆土・堆積状況> 2層 黒色シル トは 13号溝跡の埋土で、Ⅱ層起源の黒色シル トが地山責褐色粘土起源
と思われる微小な責褐色土粒を一様に含んでいる。11号溝跡は、明らかに13号埋没後に掘削されており、13

号溝跡の埋土とは明瞭に区別される均質な黒色シル トが堆積している。

<出土遺物> 遺物は全 く出土しなかった。

<時 期> 不明

12号清跡 (第31図、写真図版 19)

<位置 。検出状況> C区 、B23ナ～C23ウ 。Ⅲ層上面で検出された。
<重複・新旧関係> 28号陥し穴とほぼ完全に重複し、これを切つているので、12号溝跡の方が新しい。

<主軸方向> N-70° 一W

<規 模> 開口部幅18cm～ 74cm、 検出部の長さおよそ4.3m、 平均の深さ5。3cm。

<覆土・堆積状況> 2層黒色シルトはⅡ層を起源としていると考えられ、地山黄褐色粘土起源と思われる

微小な責褐色土粒を一様に含んでいる。13号溝跡と同様な堆積状況であることから、同時期に使用されてい

た可能性も考えられる。

<出土遺物> 遺物は全く出土しなかった。

<時 期> 不明

13号溝跡 (第31図、写真図版20)

<位置・検出状況> C区、C23ア ～C23ウ 。Ⅲ層上面で検出された。
<重複 。新旧関係> 第11号溝跡と重複し、これに埋上の上半部を切られているので、第13号溝跡の方が旧
いと考えられる。また、27号陥し穴とも重複し、これを切つているので13号溝跡の方が新しい。

<主軸方向> N-70° 一W

<規 模 > 検出部の長さおよそ.4.6m。 断面図のみあり。11号溝跡の直下にあり、やや幅が広い。
<覆土・堆積状況> 2層黒色シルトはⅡ層を起源としていると考えられ、地山責褐色粘土起源と思われる

微小な責42J色土粒を一様に含んでいる。その上を新たに掘削したものがH号溝跡であろう。また、12号溝跡

と同様な堆積状況であることから、同時期に使用されていた可能性も考えられる。

<出土遺物> 遺物は全く出土しなかった。

<時 期> 不明

-55-



14号溝跡 (第25図、写真図版 15。 21)

<位置 。検出状況> D区、B llス ～BHソ。Ⅲ層上面で検出された。検出面から極浅くしか残っていなかった。

検出された部分は、 1号堀の北側わずか 2mを ほぼ並行に走つている。東西方向に延長される部分の範囲は

今回不明のままである。 5号溝跡とほぼ並行と考えられるので、対になって掘られたものである可能性も考

えられる。

<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<主軸方向> N-71° 一W

<規 模> 開口部幅 26cm～ 48cm、 検出部の長さおよそ 4.3m、 平均の深さ 2.4cln。

<覆土・堆積状況> 1層黒色シルトのみで直上のコ層起源と思われる。
<出土遺物>古代末期のものと考えられる土師器の杯の底部破片が 1点だけ出土した。 (第 36図、写真図版

30:26)

<時 期> 埋土中に古代末期のものと考えられる土師器片が出土したことから、少なくともこの溝は古代

末期以降に埋まった溝跡であると考えられる。

15号溝跡 (第31図、写真図版21)

<位置・検出状況> C区 、E23夕 ～E23ツ 。Ⅲ層上面で検出された。
<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<規 模> 開口部幅42cm～ 66cm、 検出部の長さおよそ45m、 平均の深さ29.Ocm。
<主軸方向> N-74° 一W

<覆土・堆積状況> 2層黒褐色シル ト層は、地山黄褐色粘土起源と思われる微小な黄褐色土粒を一様に含

自然堆積層と考えられる。その上に 1層黒褐色シルトが自然堆積している。16号溝跡と同時期の溝であつた

可能性がある。

<出土遺物> 遺物は全 く出土しなかった。
<時 期> 不明

16号溝跡 (第31図、写真図版22)

<位置・検出状況> C区、 F23夕 ～F23ス 、Ⅲ層上面で検出された。
<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。ベルト断面の底面および完掘後の底面の形状を見
ると2条の溝跡が並行に切り合ったまま並んでいるような形状を示しているが、ベルト断面の土層の観察に

よれば 1条の溝として埋まっていることが分かつた。したがって、南北どちらかの側に溝を拡張した跡であ

ると判断した。

<主軸方向> N-75° 一W

<規模> 開田部幅 66cm～ 94cm、 検出部の長さおよそ 4.5m、 平均の深さ 26 0cm。
<覆土・堆積状況> 2層黒褐色シルト層は、地山責褐色粘土起源と思われる微小な黄褐色土粒を一様に含
んでいる。その上に1層黒褐色シルトが自然堆積している。16号溝跡と同時期の溝であった可能性がある。

<出土遺物> 土師器片 5点 (第36図、写真図版30:23・ 24・ 27・ 28・ 29)が出土した。日縁部が 2点、

底部が 3点で、胎土の状態などから後述の赤焼き土器の郭と同様に古代末期のものと考えられる。
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<時 期> 土師器片が流入した経緯は不明であるが、埋土中の比較的上部から出土しているので、この溝
は古代末期以降に埋まった溝跡であると考えられる。

6.土坑
土坑はA区西側およびB区に多 く検出された。埋土は概ね I層～Ⅱ層起源と考えられる黒色～暗褐色のシ

ルト～砂質シルトを主としており、一部に地山 (Ⅲ層)起源と考えられる褐色の砂質シルト～砂の大小ブロ

ックが混入している層も見られる。

<出土遺物と時期および用途について>

いずれの上坑からも遺物が全 く出土ぜず、大部分は形状や規模からみてもその時期や用途が不明である。

しかし、一部には、その形状から見て、縄文時代の陥し穴の一部分が残ったものである可能性が見いだせる

ものもある。

1号土坑 (第32図、写真図版23)

<位置・検出状況> A区 、Blウ ～Bl工、Ⅲ層上面で明瞭な暗褐色シル トのプランとして検出された。
<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<平面形・規模> 開口郡精円形、188cm× 66cm、 深さ32cm。

<覆土 。堆積状況> 大部分が暗褐色シルトでⅡ層からⅢ層への漸移層の上部からのものと思われる。南西

側の端に同じ漸移層下部と思われる褐色砂質シルトが埋まっている。

2号上坑 (第32図、写真図版23)

<位置・検出状況> A区、Alノ ～Blオ、Ⅲ層上面で明瞭な暗褐色砂質シルトのプランとして検出された。
<重複・新旧関係> 3号 土坑と一部で重複しており、これを切つているので、 2号土坑の方が新しいと考
えられる。

<平面形・規模> 開口部楕円形、168cm× 88cm、 深さ 32cm。

<覆土・堆積状況> 2層褐色砂質シルトは地山と漸移層的につながる様相を見せている。褐色土ブロック

を含む 1層暗褐色砂質シルトがその中央付近に埋まっている。

3号土坑 (第32図、写真図版23)

<位置・検出状況> A区 、Alノ ～Blオ 、Ⅲ層上面で明瞭な暗褐色シル トのプランとして検出された。
<重複・新旧関係> 2号 土坑と一部で重複しており、これに切られているので、 3号土坑の方が旧いと考
えられる。

<平面形・規模> 開口部楕円形、 (100)cm× 74cm、 深さ 38cm。

<覆土・堆積状況> 褐色土ブロックを含む 1層暗褐色砂質シルトが埋まっている

-58-



4号上坑 (第 32図、写真図版23)

<位置 。検出状況> A区、B2ア ～B2カ 、Ⅲ層上面で明瞭な暗褐色砂質シルトのプランとして検出された。

<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<平面形・規模> 開口部台形、166cm X 96cm、 深さ26cm。

<覆土・堆積状況> 周辺から底部にかけて 3層褐色砂質シルトが広がり、その中央にレンズ状の 2層暗褐

色砂質シルトが 2種類重なっている。ほぼ垂直に杭跡と見られる黒色上の貫入が見られる。

5号土坑 (第 32図、写真図版24)

<位置・検出状況> A区 、B2イ 、Ⅲ層上面で明瞭な暗褐色シルトのプランとして検出された。

<重複・新旧関係> 底部に副穴的な小穴が 3カ所見られる。断面観察では副穴に文す応する層界が埋土中に

立ち上がっており、本土坑を切る新しい時期の別遺構とも考えられる。

<平面形・規模> 開口部楕円形、210cm× 82cm、 深さ40cm。

<覆土・堆積状況> 2層暗褐色砂質シルトは、地山起源の褐色砂ブロックを少量含んでいる。 1層暗褐色

シルトは、Ⅱ層～Ⅲ層の漸移層上部を起源とするものと考えられる。

6号土坑 (第32図 )

<位置・検出状況> A区 、B2ク 、Ⅲ層上面で暗褐色シルトの精円形のプランとして検出された。

<重複 。新旧関係> 柱穴状小土坑Pl(APl)が後から切つていると考えられる。

<平面形・規模> 開口部楕円形、162cm× 70cm、 深さ36cm。

<覆土・堆積状況> 1層暗褐色シルトはⅡ層下部の漸移層のものと思われる。 1層が堆積しているところ

に柱穴状小土坑P電 が掘削されたと考えられる。Plの埋土は、柱が抜かれた跡に黒色シルトが地山起源の褐

色土をブロックとして含みながら堆積 したものと考えられる。なお、断面観察では本土坑とPlの底部の深

さが一致しているが、関連性は不明である。

7号土坑 (第 32図、写真図版24)

<位置・検出状況> B3イ ～B3ウ 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色砂質シルトのプランとして検出された。

<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<平面形・規模> 開口部楕円形、120cm× 80cm、 深さ22cm。

<覆土・堆積状況> Ⅱ層起源の黒褐色砂質シルトが堆積する際にⅡ層下部の漸移層の暗掲色砂がブロツク

状になつて含まれたと考えられる。

8号土坑 (第32図、写真図版24)

<位置 。検出状況> A区、B3オ、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトのプランとして検出された。

<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<平面形・規模> 開口部楕円形、104cm× 28cm、 深さ26cm。

<覆土・堆積状況> Ⅱ層下部の漸移層の砂質シルトが周辺部で崩落した後に、Ⅱ層起源の黒色砂質シルト

で埋まったものと考えられる。
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1号土抗

1号土抗
1 lllYR3/3 暗掲色 シルト しまり有り
2 10YR4/4 褐色 砂質シルト

′ I

r■

I(
(｀ Fヽ_工
″フ

挙К
131オ

|

X4B/

4号土抗
1 10YR3/3 暗掲色 砂質シルト しまり弱い
2 1oYR3/4 暗褐色 砂質シルト
3 1oYR4/4 掲色  砂質シルト 黒色土を斑状に含む

4号上抗

ン

ト

レ

ン
テ

2号土抗
1 10YR3/4

3号土抗
1 lllYR3/4
2 10YR4/4

6号土抗

名 歩 82Ю備

6号土抗
1 lllYR3/4 暗褐色 シルト
ブロック含む

Pl 10YR2/1 黒色土 (表土 )
含む

3号土抗

2号土抗

峨 翻

2号土抗

シル ト 褐色土プロック含む

砂質シル ト 掲色砂ブロック含む
砂質シル ト 地山との漸移層的

黒色土 掲色土

褐色土プロック

掘 り過ぎ

夕号土抗
1 7 5YR2/1 黒色 砂質シルト 褐色砂プロッ
ク含む (Ⅱ 層相当)

第32図 土抗 (1)
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5号上抗
1 llJYR3/3
2 10YR3/4

望
1                 

色砂

砂質ンル ト しまり弱い
砂質シル ト 褐色砂プロック含む
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8号土 抗
1 75YR2/1 黒色 砂質シルト
2 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト (工 ～Ⅱ層漸
移層 )
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9号土坑 (第33図、写真図版24)

<位置・検出状況> A区 、B4ア、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトのプランとして検出された。

<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<平面形・規模> 開口部円形、80cm× 72cm、 深さ 20cm。

<覆土・堆積状況> 2層砂質シルトは地山起源の自然堆積と考えられる。その上の 1層黒色シルトはⅡ層

下部の漸移層起源の自然堆積層と考えられる。

10号土坑 (第33図、写真図版25)

<位置 。検出状況> A区 、B5ア、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトのプランとして検出された。

<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<平面形・規模> 開田部精円形、140cm× 76cm、 深さ 38cm。

<覆土・堆積状況> 2層黄褐色砂質シルトは地山の砂質シルトがⅡ層黒色土をブロックとして含みながら

埋まったものと考えられる。その上の 1層黒色シルトは口層起源の黒色シル トが同じくⅡ層下部漸移層起源

の暗褐色シルトをブロックとして含みながら堆積したものと考えられる。

11号土坑 (第33図、写真図版25)

<位置・検出状況> A区 、B4オ ～B5ア、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シル トのプランとして検出された。

<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<平面形・規模> 開口部楕円形、82cm× 64cm、 深さ 18cm。

<覆土・堆積状況> Ⅱ層黒色シル トがⅡ層下部の漸移層暗褐色シルトをブロックとして含みながら堆積し

ていると考えられる。

12号土坑 (第33図、写真図版25)

<位置 。検出状況> A8サ ～A8シ、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトのプランとして検出された。

<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<平面形・規模> 開口部楕円形、 (152)cm× 90cm、 深さ30cln。

<覆土・堆積状況> 2層 は地山の砂質シルトがⅡ層黒色土をブロックとして含みながら埋まったもので、

その上の 1層はⅡ層黒色シルトがⅡ層下部の漸移層暗褐色シルトをブロックとして含みながら埋まっている

と考えられる。

13号土坑 (第33図、写真図版25)

<位置 。検出状況> B8ウ ～B8工、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトのプランとして検出された。

<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<平面形・規模> 開口部楕円形、122cm× 42cm、 深さ 20cm。

<覆土・堆積状況> 2層 は地山起源の砂質シルトがⅡ層黒色土をブロックとして含みながら埋まったもの

と考えられ、 1層黒褐色砂質シルトはⅡ層下部の漸移層起源の埋土と考えられる。
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14号土坑 (第33図、写真図版26)

<位置・検出状況> B区 、A14ク ～A14ケ、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトのプランとして検出された。
<重複 。新旧関係 > 重複する遺構は検出されなかった。
<平面形・規模> 開田部楕円形、140c14× 74cm、 深さ 30cm。

<覆土・堆積状況> 地山起源の砂に黒色シルトのブロックを含んだ 4層に、地山起源の 3層褐色砂質シル

トと、地山起源の砂質シルトブロックを含んだⅡ層下部漸移層起源の 2層黒色シルトが順次堆積しており、

上部にⅡ層起源の黒色シルトが堆積している。

15号土坑 (第 33図、写真図版26)

<位置・検出状況> B区 、A14工～A14コ 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトのプランとして検出された。
<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<平面形・規模> 開口部楕円形、140cm× 68cm、 深さ42cm。

<覆土・堆積状況> 2層 は地山起源の砂質シルトがⅡ層起源の黒色土をブロックとして含みながら堆積 し

たものと考えられる。 1層 はⅡ層起源の黒色シルトが H層下部漸移層起源の暗褐色シルトをブロックとして

含みながら堆積したものと考えられる。

16号土坑 (第 33図、写真図版26)

<位置・検出状況> B区 、B17ア～B17カ 、Ⅲ層上面で明瞭な黒褐色シルトのプランとして検出された。
<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<平面形 。規模> 開口部楕円形、146cm× 104cm、 深さ40cm。

<覆土 。堆積状況> 地山起源の 3層 にぶい褐色砂の上にⅡ層下部漸移層起源の 1層黒褐色シルトおよび 2

層黒掲色シルト (細砂混入)が堆積したものと考えられる。

17号上坑 (第 33図、写真図版26)

<位置・検出状況> B区 、A15シ ～A15チ、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトのプランとして検出された。
<重複 。新旧関係 > 11号陥し穴と重複するが、新旧関係は不明。

<平面形・規模> 開口部精円形、176cm× 96cm、 深さ46cm。

<覆土・堆積状況> Ⅱ層下部漸移層起源の 2層暗褐色砂質ンル トが底面に沿って広 く堆積した上に I層起

源の 1層黒褐色シルトが均質に堆積したものと考えられる。

18号土坑 (第 34図、写真図版27)

<位置・検出状況> B区、A12夕 ～A12ナ、Ш層上面で明瞭な円形の黒色シルトのプランとして検出された。
<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<平面形・規模> 開日部円形、116cm× 114cm、 深さ 56cm。

<覆土・堆積状況> 褐色砂に黒色シルトが均―に混ざった 3層の上に褐色砂ブロックの入つた褐色砂質シ

ルトが重なり、さらに中央に黒色シルトが堆積したものと考えられる。
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9号土抗

九
廷 豆 》

占

名 L821動  ド

闇 過ぎ

11号土抗

B5井

>《⊂≫声

にＫ
琳
崖辞

名       ど
10号土 抗
1 10YR1 7/1黒 色 ンル ト しまり弱い 暗褐色～
褐色の砂質シル トのプロック30%含 む
2 10YR4/3 にぶい黄掲色 砂質シル ト～砂 黒色
土プロック含む

9号土抗
1 7 5YR2/1 黒色 シル ト (■ 層相当)
2 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト (Ⅱ ～Ⅱ層漸移層 )

12号土抗

名 L=8210111n

1 10YR1 7/1黒 色 シルト 均質 爽雑物少ない
しまり弱い 壁際に暗褐色土プロック混入
2 1klYR5/4 にぶい責褐色 砂 砂質ンルトのブ
ロック集中

15号土抗

15号土抗
1 7 5YR2/1 黒色 シル ト
2 1oYR5/2 にぶい褐色 砂 黒色シル ト
プロック混入

13号土抗

粋X

名理,ギ
8推

∨

~

13号土抗
1 ltlYR2/3 黒褐色 砂質シルト 漸移層的
2 10VR4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト しまり弱い
黒色土ブロック含tr

16号土抗

調査区外

名い825011m

11号土抗
1 ltlYR1 7/1黒 色 ンルト 暗褐色砂質シ
ルトのプロック20～ 30%含む

14号土抗

畑4ケ+

14号土抗
1 7 5YR2/1 黒色 シルト 均質
2 7 5YR2/1 黒色 砂質シルトプロック混入
3 1tlYR3/2 褐色 砂質シルト
4 10YR4/4 褐色 他山の砂に黒色シル トのプ
ロック混入

17号土抗

砂質シル ト

17号土 抗
1 7 5YR2/1 黒色 ンルト 均質
2 10YR3/3 暗褐色 砂質シルト

0        ■6t1        2m

Ｌ
み
襦
Ｒ

16号土 抗
1 7 5YR2/2 黒褐色 シルト
2 10YR3/2 黒褐色 シル ト
地山プロック混入

3 111VR5/4 にぶい褐色 砂
混入多い 粘性無し

名 い823111h   ド
粘性弱い

細かい砂が微妙混入

1ま たは 2のブロック

第33図 土抗 (2)
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19号土坑 (第 34図、写真図版27)

<位置・検出状況> B区 、A13ナ ～A13二、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトのプランとして検出された。

<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<平面形・規模> 開口部楕円形、104cm× 64cm、 深さ16cm。

<覆土・堆積状況> Ⅱ層下部漸移層起源の 2層暗褐色シル トが地山起源の褐色砂ブロックを含みながら底

面に広がり、その上にⅡ層起源の 1層黒色シルトが堆積したものと考えられる。

20号土坑 (第 34図、写真図版27)

<位置・検出】犬況> B区 、A13テ、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトのプランとして検出された。

<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。

<平面形・規模> 開日部楕円形、92cm× 50cm、 深さ 22cm。

<覆土・堆積状況> Ⅱ層起源の 1層黒色シルトが均質に堆積したものと考えられる。

21号土坑 (第34図、写真図版27)

<位置・検出状況> B区 、A15ツ 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトのプランとして検出された。

<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<平面形・規模> 開口部楕円形、146cll× 106側、深さ 38cm。

<覆土・堆積状況> Ⅱ層下部漸移層起源の 3層暗褐色砂質シルト (Ⅲ層起源の褐色砂ブロックを含む)の

上に I層起源の 2層黒褐色シルト (Ⅱ層起源の黒色シル トブロック含む)が重なり、さらに上に I層起源の

1層黒色シル トが堆積したものと考えられる。

22号土坑 (第 34図、写真図版28)

<位置・検出状況> B区 、A15ス 、Ⅲ層上面で明瞭な円形の黒色シルトのプランとして検出された。

<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<平面形・規模> 開田部円形、120cm× 100cln、 深さ 28cm。

<覆土・堆積状況> Ⅱ層下部漸移層起源の 2層黒褐色砂質シルト (Ⅲ層起源の褐色砂ブロック含む)の上

にⅡ層由来の 1層黒色シルトが堆積したものと考えられる。

23号土坑 (第 34図、写真図版28)

<位置 。検出状況> B区、A19ケ ～A19ソ 、Ⅲ層上面で明瞭な円形の黒褐色シルトのプランとして検出された。

<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<平面形・規模> 開口部楕円形、196cm× 176cm、 深さ 90cm。

<覆土・堆積状況> 周囲が埋土と同じような砂であるため、周囲の砂層中にかすかに識別できるラミナの

有無で底面と壁面を識別している。副穴状の 6層下部には黒色シルトが確認できた。 5層 までⅢ層由来の黄

褐色細砂 (周囲より細かい)で、その上に I～ H層 由来と思われるシルト層 3層 ～ 1層 (Ⅲ層由来の砂ブロ

ックの含有量が異なる)ま でが堆積している。 4層暗褐色シルトは、杭の跡に表土が入つたものであろう。

<用 途> 一見して不明である。しかし、検出面より上が耕地化にともない掘削されている可能性がある
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18号上抗

己

引

Чゃど
Ч2キ ニ

‐Ａ，す‐　パ半
シルト
砂質シルト 褐色土プロック10%含む

抗上巨▼
３

ゝ

界

２

A」
ぃ 82拗h

Ａ引

色

色

色

黒

掲

黒

15セ

ド

19号土抗
1 7 5YR2/1 黒色
2 ЮYR3/3 暗褐色

21号土抗

21号土抗
1 75YR2/1 黒色  シルト
2 10YR2/2 黒褐色 シルト 黒色上プロック20%含 む
3 1tlYR3/3 褐色 砂質シル ト 褐色砂プロックを斑状に含む

/黄褐色砂
(ラ ミナが見える)

23号土 抗
1 10YR2/1 黒掲色 ンル ト しまり弱い 地山砂プロック20%
2 10YR3/4 暗褐色 シル ト しまり弱い 地山プロック50%
3 111YR2/1～ 3/4 黒色～暗褐色 シルト 地山プロック20%
4 10YR3/4 暗掲色 シル ト しまり弱い 黒褐色プロックの混入あり
5 111YR5/6 黄褐色 細砂 しまり弱い 均質 周囲の壁より粒が細か
くてラミナが見えない

6 10YR5/6 黄褐色 細砂 底面に黒色土有り

聯
色砂

18号土抗
1 lCIYR2/1
2 1CIYR3/3
3 10YR4/4

シルト

秒質シルト 褐色砂プロックを班状に含む
黒色土が砂に均―に混入

靴 ルト

20号土抗
1 75YR2/1 黒色 シル ト

22号土抗

22号土抗
1 7 5YR2/1 黒色 シル ト
2 1tlYR2/2 黒褐色 砂質シルト 褐色砂プロック20%含む

第34図  土抗 (3)
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ことを考慮に入れると、底部の 6層部分を逆茂木痕の副穴とする円筒形陥し穴の下半部が、砂層の壁の崩落

を伴う形で残つたものであるという可能性も考えられる。

24号土坑 (第 35図、写真図版28)

<位置・検出状況> C区、C23チ～C23二、Ⅲ層上面で明瞭な円形の黒色シルトのプランとして検出された。
<重複 。新旧関係 > 25号陥し穴と重複し、これを切つていることから、24号土抗の方が新しい。

<平面形・規模> 開口部円形、126cm× H8c14、 深さ 26cm。

<覆土・堆積状況> 1層黒色シルトはⅡ層起源と考えられ、下部にはⅢ層起源の粘土ブロックを含む。

25号土坑 (第 35図、写真図版28)

<位置・検出状況> B区 、A19ネ 、Ⅲ層上面で明瞭な黒色シルトのプランとして検出された。
<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<平面形・規模> 開口部円形、 (90)cm× 54cm、 深さ 32cm。

<覆土・堆積状況> 地山起源の褐色砂ブロックを含む I層起源の 2層黒褐色シル トの上にⅡ層起源の黒色
シルトが堆積したものと考えられる。

26号土坑 (第 35図、写真図版29)

<位置 。検出状況> D区 、G15セ、Ⅱ層上面で明瞭な円形の黒色シル トのプランとして検出された。
<重複・新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<平面形・規模> 開日部円形、108cm× 96cm、 深さ 34cm。

<覆土・堆積状況> 地山起源の 2層責橙色粘土 (黒色土がひび害Jれ状に貫入)の上に 1層黒褐色土が堆積
したものと考えられる。また、底面中央部に長径36cm× 短径36cm×深さ18cmの副穴がある。

<用 途> 不明である。底部が円形かつ平坦で中央にある副穴 (埋土は地山起源の黄橙色粘土塊)の形状
がC区東端の 40号陥し穴 (円筒形)の底部の逆茂木痕と思われる副穴に似ていることから、この土坑が元

は円筒形陥し穴であった可能性もある。しかし、 4mほ ど東側の40号陥し穴と比べ底部の標高が約 70cm浅

くなっており、それぞれの掘削された時期や地形の起伏の関係なども不明なため断定は出来ない。

27号土坑 (第 35図、写真図版29)

<位置・検出状況> D区 、G14テ ～G14卜 、調査区境に接するのⅢ層上面で明瞭な半楕円形の黒色シルト

のプランとして検出された。

<重複・新旧関係> 断面からは溝跡との重複の可能性が窺われるが、調査区外のため詳細は不明である。
<平面形・規模> 開口部半楕円形、 (78)cm× 88cm× 深さ 24cm。

<覆土・堆積状況> 地山起源の 2層責橙色粘上の堆積の上に 1層黒褐色土が堆積したものと考えられる。
<用 途> 不明である。調査区境の壁に見られる断面からは、南に延びる溝の開始地点であるかのように

も見える。また、形状的には26号土坑と同様な特徴があるため円筒形陥し穴であった可能性も考えられるが、

いずれについても断定は出来ない。
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24号上抗

当 ぃ畝翻晰

24号上抗
1 'SYR211 黒色 ンルト 拘質 下部掲色粘土プロック5%

25号土抗

2S号土抗
1 loN/1 黒色 シル ト
2 10YRP 黒褐色上 しまり弱い 地山砂プロンタ1096

27号土抗

羅
27号土抗
X 10YR2/1 嘉色 シルト 賠性ややあげ しまりなし
1 75VR2/1 黒色 シルト 粘性弱い しまり弱い
1 loN/1 黒褐色 ンル ト
2 40YR6/4 にょぃ黄蘊 粘土 黒褐色シルトが副穴部の割
れ日に入り込む

0           1:611           2m

雑
色

”
　
　
　
　
　
　
離

節
　　　　＋
い

26号土抗

】弼隅麗際琵雛晶羞
卜
粘望
質地山粘上ブロック混入
1層の黒褐色ンルトが割れ目状に侵入

第35国 土抗 (4)

調査区外

調査区外
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7.その他の柱穴状小土坑

調査区内には、前述した遺構以外にもA区東側およびB区東側、さらにD区西側などに多数の注穴状小土

坑が検出されたが、埋上の状況や規模などから用途不明のものが多く、ほとんどが近代以降の耕作作業によ

る撹乱である可能性が強いと判断した。したがって、遺構は位置図には検出した全ての柱穴状小土坑の配置

も示したが、各々の詳細は第 3表に示し、ここでは唯一遺物が出土した85号柱穴状小土坑についてだけ特に

詳しく述べることにする。

85号柱穴状小土坑 (第 3表、写真図版28)

<位置 。検出状況> C区、G23サ、Ⅲ層上面で粥瞭な黒色シルトのプランとして検出された。
<重複 。新旧関係> 重複する遺構は検出されなかった。
<平面形・規模> 円形、22cm× 20cm、 深さ 18.5cm。

<覆土・堆積状況> 黒褐色シル ト(Ⅱ 層相当)のみの均質な埋土で、検出面からすぐ下の上半部に土師器
の破片が 4個埋まり、埋土を挟んで一段下にさらに5個埋まっていた。完形 1個体分に近いが、わずかに口

縁部の破片が 1～ 2個相当見つからなかった。検出面より上はすぐに I層 (耕作土)になるため、後世の耕

作による I層形成時点で失われたてしまった可能性も考えられる。また、遺物の覆土状況は、破片を数個ず

つ小分けにし、ひとまとまりの破片を穴に入れてそれらが隠れる程度に土を被せ、次にまたひとまとまりの

破片を入れ土を被せるという手順で埋めたものと推定され、下段の破片を取り上げた後にはすぐに土坑底面

が現れた。

<出土遺物> ほぼ完形 1個体分になる土師器郭の破片 (第 36図・写真図版30:21)が 出土した。胎土や形

状の特徴から、北上川沿いに分布する限られた遺跡から出土した土器群と同様の特殊なタイプの赤焼き土器

に属するものであると考えられる。時期はH世紀中期～末期と考えられる。

<時 期> 出土した土師器の特徴から、11世紀中期～末期の遺構と考えられる。
<用 途> 形状規模から見て小規模な柱穴の一種と考えられる。また、遺物が埋まっていた状態から見て、

穴を掘つた直後に完形土器 1個分の破片をある種の形式に貝」りながら入れて埋め戻したものと考えられる。

出土した遺物そのものが特殊なタイプの杯であり、また、出土状態も特殊であることから、単に柱穴に土器

片を廃棄しただけとは考えられない。本遺構が検出された付近にかつて存在した何らかの遺構の廃絶などに

際して儀礼的な行為が執り行われた可能性が考えられる。
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第 3表 柱穴】犬小土抗一覧表 (1)

掲

載

番

号

仮

　

番

　

号

検出位置の

グリッド名

開口部径

(cm)
検出面

からの

最大の

深さ

(cm)

平面形

出 土 遺 物

その他・備考

土
　
師
　
器

須
　
苗
心　
器

縄
文

・
弥
生
土
器

陶
　
磁
　
器

石

器

・
石

製

品

鉄
　
製
　
品

土
　
製
　
品

長
　
　
径

短
　
　
径

1 AP-01 Blカ 34 3.0 方形 現代の農業施設支柱跡か

2 AP-02 Blク ～Blケ 方形 現代の農業施設支柱跡か

3 AP-03 Blケ ～Blコ 80 楕円形

4 AP-04 Blコ ～Blソ 44 6.0 方形

5 AP 05 Alヌ 方形

6 AP-06 Blコ ～B2カ 44 29.5 方形 現代の農業施設支柱跡か

7 AP-07 Blオ ～B2ア 44 12.5 円形

AP-08 B2ク 精円形 6号土抗の埋土として掘削

9 AP-09 B2ウ ～B2エ 42 225 楕円形

AP■ C Alノ 42 方形

AP■ 1 B3カ 42 42 120 方形 現代の農業施設支柱跡か

2 AP l B3カ 125 円形

AP■ 3 B3イ ～B3カ 29,0 方形 現代の農業施設支柱跡か

AP■ 4 B3ヌ 24.5 楕円形

AP■ 5 B3工 ～B3ケ 42 42 20.5 方形 現代の農業施設支柱跡か

AP-16 B4ア ～B4カ 48 120 方形 現代の農業施設支柱跡か

7 AP■ 7 B4イ ～B4キ 22 205 楕円形

AP 18 A3ノ 44 44 17.0 円形

AP 19 A3卜 ～A4タ 22.5 楕円形

20 AP 20 A3ノ ～A4ナ 280 楕円形

AP-21 A4夕 円形

AP-22 A4ナ 20 205 楕円形

AP-23 A4ナ 225 楕円形

24 AP-24 A4ナ 120 楕円形

AP-25 B4ア ～B4イ 54 370 楕円形

AP-26 A4チ 12.0 楕円形

AP-27 A4ニ 18.0 楕円形

AP-28 A4ニ 120 円形

AP-29 B4ウ 2.0 方形 現代の農業施設支柱跡か

AP-30 A5夕 ～B5ア 60 0.5 楕円形

AP-31 A5夕 ～A5ナ 4.0 方形

AP-32 A5ニ 40 不定型

AP 33 A5ニ 0.0 隋円形

AP-34 A5ニ 40 40 23.0 円形

AP-35 A5二 ～A5ヌ 円形

AP-37 B5イ 48 5.0 不定形

AP-38 B5エ 隋円形

AP-39 A5ヌ ～B5ウ 40 隋円形

AP-40 A5ヌ ～A5ネ 240 隋円形

40 AP-41 A5ツ 24 円形

※  (数値)は、調査区境に接するなどしていて完全には測定できなかったもの。
※ 出土遺物欄の○印は、掲載遺物が出上している場合。
※ 平面形は、長径と短径の差が 2セ ンチ以内の場合を円形として処理 した。
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第 4表 柱穴状小土抗一覧表 (2)

掲

載

番

号

仮

　

番

　

号

検出位置の

グリッド名

開口部径

(cm)
検出面

からの

最大の

深さ

(cm)

平面形

出 土 遺 物

その他 ,備考

土
　
師
　
器

須
　
恵
　
器

縄
文

・
弥
生
土
器

陶
　
磁
　
器

石

器

・
石

製

品

鉄
　
製
　
品

土
　
製
　
品

長

　

径

短

　

径

41 へP-42 A5ツ 楕円形

42 へP‐43 A5ツ ～A5テ 42 34 18.0 精円形

43 AP-44 A5ツ ～A5テ 44 20.0 円形

AP-45 A5テ 13.0 楕円形

45 AP-46 B5エ 楕円形

46 へP-47 A5ノ 6.0 円形

47 AP-48 B5ナ 26 185 楕円形

48 AP-49 B6エ 46 200 楕円形

49 AP-50 B6コ 50 42 13.0 楕円形

AP-51 A6卜 ～B6ノ 40 125 円形

AP-52 B7ア 30 楕円形

AP-53 A7ヌ 円形

AP-56 A5ヌ ～B5ウ 30 不定形

BP-01 B21ツ ～ B21ヌ 48 40 41.0 楕円形 1号掘立柱建物跡 P6
BP-02 A19テ ～A20タ 46 25,0 楕円形 1号掘立柱建物跡 P5
BP‐ 03 A19コ ～A20カ 52 14.5 長方形 1号掘立柱建物跡 P2
BP-04 A21ク 46 42 方形 1号掘立柱建物跡P3
BP-05 B21ウ 46 方形 1号掘立柱建物跡 P9
BP-06 B 9オ ～B20ア 50 22.0 楕円形 1号掘立柱建物跡 P8
60 BP-07 A 9ス ～ A19ツ 54 61.0 楕円形 1号掘立柱建物跡 P4
BP-08 A 9ク ～A19ケ (22) 49.0 楕円形 1号掘立柱建物跡 Pl
62 BP-09 A 9イ ～B19ウ 40 方形 1号掘立柱建物跡 P7
BP 0 A 9サ～A19チ 44 36 49,0 方形 1号掘立柱建物跡 P10
BP― A 2ノ 30 10.5 方形 現代の農業施設支柱跡か

BP― A 2ナ～B13ア 40 15.0 方形 現代の農業施設支柱跡か

66 BP 3 A 2二 ～ B12ヌ 30 120 方形 現代の農業施設支柱跡か

BP― 4 A 2不 ～ B13エ 40 34 140 方形 現代の農業施設支柱跡か

CP-01 C23イ 9,0 円形 1号柱穴列 Pl
CP-03 C23キ 150 円形 1号柱穴列 P2
70 CP-04 C23カ 円形 2号柱穴列 Pl
CP-05 C23シ (24) 24 10.5 (円形) 1号柱穴列 P3
72 CP-06 C23サ 30 16.0 円形 2号柱穴列 P2
CP-07 C23チ 13.0 楕円形 l号柱穴列 P4
CP-08 C23チ ～C23タ 30 楕円形 2号柱穴列 P3
CP-09 C23チ 100 円形 1号柱穴列 P5
76 CP― 0 C23夕 28 (円形) 2号柱穴列 P4
CP― 1 C23ニ 26 20 楕円形 1号柱穴列 P6
CP― 2 C23ナ 22 20 20.0 円形 2号柱穴列P5
79 CP― 3 D23イ 22 円形 1号柱穴列 P7
80 CP 4 D23ア 28 100 (円形) 2号柱穴列 P6

※  (数値)は、調査区境に接するなどしていて完全には測定できなかったもの。
※ 出土遺物欄のO印は、掲載遺物が出土している場合。
※ 平面形は、長径と短径の差が 2セ ンチ以内の場合を円形として処理した。
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第 5表 柱穴状小土抗一覧表 (3)

掲

載

番

号

仮

　

番

　

号

検出位置の

グリッド名

開口部径

(cm)
検出面

からの

最大の

深さ

(cm)

平面形

出 土 遺 物

その他・備考

土
　
師
　
器

須
　
恵
　
器

縄
文

・
弥
生
土
器

陶
　
磁
　
器

石

器

。
石

製

品

鉄
　
製
　
品

土
　
製
　
品

長

　

径

短
　
　
径

CP― D23キ 30 9.5 楕円形 1号柱穴列 P8
CP‐ E23キ～ E23ク 30 12.5 楕円形

CP― F23ア～ F23ア 22 楕円形

CP― G23シ 20 円形 1号柱穴列のほぼ延長線上

CP― G23サ 20 円形 ○

DP-02 G 7ス 9.5 円形

DP-03 G 7イ ～ウ 22 楕円形

DP‐04 G 7イ 32 22.0 楕円形

DP-05 G 6オ 16.5 円形

90 DP-06 G 6ソ 10 10 12.0 円形

DP-08 G16ソ 20 20 19.5 円形

DP 0 G16サ ～G16セ 8 4 36.0 楕円形

93 DP 1 G16エ 8 4 20.5 楕円形

94 DP― 2 G16エ 6 4 21.0 円形

DP― 3 G16エ 8 22.0 円形

DP 4 G16エ 6 4 26.5 円形

97 DP― 5 G16ウ 20 8 20.0 円形

98 DP― 8 G16ス 22 楕円形

DP 9 G16セ 8 26.0 楕円形

100 DP-21 G16工 ～ G16セ 6 0 21.0 精円形

101 DP-22 G16ス 4 4 19,0 円形

102 DP-23 G16ク ～G16ス 8 6 195 円形

103 DP-26 G15ソ 6 6 円形

104 DP-27 G15ソ 20 470 円形
105 DP-28 G16タ 34 16 25.5 楕円形 3号柱穴列 Pl
106 DP-29 G15コ 34 36 円形 3号柱穴列 P2
107 DP-30 G15ヨ ～ G15ケ 36 57.0 円形 3号柱穴列 P3
108 DP-40 G15キ 30 30 305 円形 3号柱穴列 P4
109 DP-41 G15カ 26 16.5 円形 3号柱穴列 P5
110 DP-42 G14ケ 26 200 円形 3号柱穴列 P6
DP-43 G14ク 295 楕円形 3号柱穴列 P7
DP-44 G14キ 24 180 円形

DP-45 G14カ ～ G14キ 円形

114 DP-46 G15サ 21.5 楕円形

DP‐ 47 G15サ 24 24 円形

DP-48 G15サ 14.0 円形

DP-53 G14サ ～ G14シ 20.0 円形

DP-54 G14夕 ～ G14チ 15.0 楕円形

DP-55 G14タ lh0 円形

120 DP-56 G14サ 12.5 楕円形

※  (数値)は、調査区境に接するなどしていて完全には測定できなかったもの。
※ 出土遺物欄の○印は、掲載遺物が出上 している場合。
※ 平面形は、長径と短径の差が 2セ ンチ以内の場合を円形として処理 した。
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第 6表 柱穴状小土抗一覧表 (4)

掲

載

番

号

仮

　

番
　
　
目▼

検出位置の

グリッド名

開口部径

(cm)
検出面

からの

最大の

深さ

(cm)

平面形

出 土 遺 物

その他・備考

土
　
師
　
器

須
　
恵
　
器

縄
文

・
弥
生
土
器

陶
　
磁
　
器

石

器

・
石

製

品

鉄
　
製
　
品

土
　
製
　
品

長
　
　
径

短
　
　
径

DP-58 G ソ 22 楕円形

122 DP-60 G ケ～G13セ 28 26 円形

DP-61 G ト (円形)

124 DP-62 F ナ 50 48 円形 2号掘立柱建物跡 Pl
125 DP-63 G オ 44 44 40.0 円形 2号掘立柱建物跡 P2
126 DP-64 G 工～GHオ (28) 44.0 (円形) 2号掘立柱建物跡 P3
DP-65 F タ 60 46 精円影 2号掘立柱建物跡 P4
DP-66 F ノ 46 46 420 円形 2号掘立柱建物跡 P5
DP-67 F 不～F llセ 46 46.0 (円形) 2号掘立柱建物跡 P6

130 DP-68 F ソ～F12サ 46 380 精円形 2号掘立柱建物跡 P7
DP-69 F テ～ F llト 40 40 52.0 円形 2号掘立柱建物跡 P8

132 DP-71 G 2ア 48 46 300 円形 2号掘立柱建物跡 P9
DP-72 G オ 44 160 楕円形 2号掘立柱建物跡 P10

134 DP-73 G 工～ Gllケ 54 (28) 340 (円形) ○ 2号掘立柱建物跡 P ll

135 DP 75 F ノ 34 125 楕円形

DP-76 F コ～ F12カ 440 円形 2号掘立柱建物跡 P12

DP-77 F ケ～FHセ 42 28.0 楕円形 2号掘立柱建物跡 P13

DP-79 F ソ 34 楕円形

DP-80 F ケ～FHソ 32 280 (円形) 同P8の柱を抜 く時の掘削跡か
140 DP-81 F セ～F llソ 40 52.0 (円形) 同 P13の柱を抜 く時の掘削跡か

141 DP-82 F コ 40 30 12.0 楕円形

DP-83 F コ 30 15.0 楕円形

※  (数値)は、調査区境に接するなどしていて完全には測定できなかったもの。
※ 出土遺物欄の○印は、掲載遺物が出上している場合。
※ 平面形は、長径と短径の差が 2セ ンチ以内の場合を円形として処理した。
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8.出土遺物
今回の調査では140点 の遺物が出土している。ほとんどが単独の細片で、器形は僅かな特徴から推定する

のみである。遺構内からの出土は極めて少ない。C区の陥し穴 1基、溝 1条、及びD区の掘立柱建物跡の柱

穴 1基からそれぞれ縄文土器破片が 1点ずつ出土したほか、C区の陥し穴 1基、溝跡 2条の埋土から数点の

土師器片が出土し、同じくC区の柱穴状小土坑 1基からほぼ完形になる土師器杯が 1個出土したのみである。

また、そのほかの縄文土器片や土師器片の多くは、B区西側の旧河道の埋土 (黒色シルト)検出面上で出土

し、遺構外遺物として取 り上げたものである。

本報告では、遺構外から出土した遺物も含め図化可能な40点を選んだ。縄文土器片は深鉢の体部がと考え

られるもの多く、他の部位のものも含めていずれも焼成は良好である。土師器は、杯の底部または口縁部が

多く、胎土は緻密であるがやや軟質であり、全体的に l mln以 下の砂粒の混入が目立つのが特徴である。

(1)遺構内出土遺物

<縄文土器>(第36図、第 7表、写真図版30)

16 i C 23グ リッドで25号陥し穴の埋土上部黒色土から出土した。深鉢の体部破片。LR単節斜め回転で

条が縦走する。胎土はやや軟質で後晩期のものとは異なる。縄文中期あたりではないかと考えられる。

17: F23グ リッドで16号溝跡の埋土上部黒色土から出土した。浅鉢の口縁部。表面の摩耗が激しく、文

様の判別は難しいが、平行沈線が認められる。縄文中期～後期のものと考えられる。

18: Gmグ リッドで132号柱穴状小土坑 (2号掘立柱建物跡 Pll)の埋土上部黒色土から出土した。鉢また

は深鉢の体部。LR単節横回転。内面が平滑に調整されているので、手が入る程度の広い口縁部をもつ

器形であることが分かる。外面には入組帯状文が施文されている。帯状文の表面は縄文の磨り消しが不

十分なので、あまり丁寧な造りとは言えない。縄文後期後葉あたりと考えられる。

<土師器>(第 36図、第 9表、写真図版30)

21 i C区南端の85号柱穴状小土坑から出土している。今回の調査で、唯一意図的に埋められたと特定でき

る遺物である。ほぼ 1個体分に復元された。ロクロ成形。ロクロナデ。底部はロクロ回転糸切 り。体部

及び口縁部は 6～ 8111nと やや厚い。胎土は緻密ながらやや軟質で、色調は浅黄橙色～橙色である。底部

からの立ち上がり部分には、ロクロ成形後に回転糸切りを実施した際の名残 りと思われる低い台状の部

分が見られる。体部は内反しながら立ち上がり、日縁部でやや外反気味になる。器面は内外面ともナデ
じゃの めり

痕がはっきりと残るが比較的滑らかである。この郭の出土遺構から約150m南東に離れた蛇虹岨遺跡内

では岩手県教育委員会が試掘 (岩手県教育委員会2003)を しており、直径 120cmの 円形の土坑内から同様

の特徴をもつ杯を数個体分採取している。さらに、同様な特徴をもつとされる滝沢村大釜館遺跡 (北方

約33臨、吉田・井上1994)及び金ヶ崎町西根遺跡 (南方約28km、 岩手県教育委員会1981)出 土の杯と比較

すると、形状・寸法ともに明確な類似性が認められるが、大釜館遺跡の杯は砂粒の混入が余り目立たず

表面がより滑らかでやや黄色味が強いのに対し、本遺跡の郭は直径 l mll以下の細砂を中心として最大 3

nm程度の粗い砂の混入が目立ち、やや赤みがある。さらに、西根遺跡の邦では、砂粒がかなり多いため

器面もやや粗く、底部の切り離しがロクロ回転糸切りかどうか不鮮明である。赤みもやや強い。

H世代紀中期～末期の遺跡に見られる特殊な土器で、石鳥谷町周辺では初見の貴重な遺物と言える。
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23: 16号 溝跡で出土した。口径が大きめの甕の口縁部の細片と思われる。ロクロ成形でロクロナデ痕が認

められる。弱く外反しながら仕上げられている。

24: 16号溝跡で出土した界の口縁部である。ロクロ成形で胎土は緻密であるが、細かい砂の混入も目立つ。

弱く外反するように仕上げられている。

26: 14号溝跡で出土した郭の底部破片である。ロクロ成形。底部の切り離しは回転糸切りである。底部の

径は21と ほぼ同じである。糸切り痕はより細かいがやや摩耗している。おそらく法量は21と 同程度のも

のであったと思われる。しかし21に比べ胎土に含まれる砂の量が明らかに少なく、また、体部の厚みも

21ほ どはない。

27: 16号溝跡で出土した郭の底部である。ロクロ成形。ロクロナデ。底部は回転糸切りと思われるが、摩

耗しており判別は難しい。底部外側の立ち上がり部分にはU宇型にナデ返したような痕が見られる。

28: 16号溝跡で出土した杯の底部である。ロクロ成形。ロクロナデ。底部は回転糸切り。底部の径は21と

ほぼ同じで、糸切り痕の状態も似ており、同程度に摩耗している。底部から推定される法量や胎土に含

まれる砂の程度も21と似ている。さらに、体部の厚みや立ち上がり部分の断面から見て、やはり21と 同

じように厚めであると考えられる。おそらく、21と 同様の赤焼き土器であろう。

29: 16号溝跡で出土した高台付杯の底部。高台は接合部から剥落している。ロクロ成形。ロクロナデ。底

面に高台接合後のロクロナデ痕が残る。

(2)遺構外 出土遺物

<縄文土器>(第 36図、第 7表、写真図版30)

1: A4グ リッドで出土した砲弾型深鉢の口縁部破片。RL単節横回転。縄文晩期前半。
2: A4グ リッドで出土した深鉢の体部破片。RL単節横回転。胎土に砂粒がやや多いが焼成は良好。縄

文後期～晩期前半。

3: A4グ リッドで出土した深鉢の体部破片。RL単節横回転。縄文後期～晩期前半。
4: A4グ リッドで出土した深鉢の体部破片。無文だが焼成や胎上の状況から縄文土器と考えられる。時

期不明。

5: A10グ リッドで出土した深鉢の体部破片。LR・ RL非結東羽状縄文。後期後半～晩期前半。

6: A14グ リッドで出土した深鉢の体部破片。大洞C2式前後のものと見られ、複数の平行沈線が施文さ

れている。口縁部は内外面を両側から指でつまんで成形した小波状を呈する。内面の一部にわずかなが

ら指紋が残っている。

7: A15グ リッドで出土した深鉢の口縁部破片であるが、日唇部が欠損している。また、 6と 同様の平行

沈線が施文されている。縄文晩期後半。

8: A15グ リッドで出土した深鉢の体部破片。LR単節横回転。器面の荒れが進んでいる。時代はか明。

9: A区排土置き場で採取した深鉢回縁部の突起頂部破片。幅 2 cm程度で外面側に折り返し、肥厚させて
いる。折り返しの状態から見て縄文中期中葉の可能性がある。

10: A22グリッドで出土した深鉢または鉢の口縁部破片。 2段以上に並ぶ三角形の刺突列が施文されてい

る。薄く、胎上が粗い。文様から縄文中期後葉の可能性あり。

11: B llグ リッドで出土した深鉢の体部破片。LR単節横回転。縄文後晩期と考えられる。次の12と 同じ
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グリッドで出土し文様や胎土の状態が似ているので、同一個体の破片かもしれない。

12: B20グリッドで出土した深鉢の体部破片。LR単節横回転。縄文後晩期と考えられる。前述の11と 同

じグリッドで出土し文様や胎上の状態が似ているので、同一個体かもしれない。

13: B20グリッドで出土した鉢型土器の口縁部破片。端部に沈線がわずかに残る。LR単節横回転。薄手

で胎土が級密である。内面に磨き痕が認められることから、口縁部は手が入る程度の口径であろう。

14: B21グリッドで出土した深鉢の体部破片J RL単節横回転。縄文後晩期。次の15と 同じグリッドで出

土し、文様や胎土の状態が似ているので同一個体の可能性がある。

15: B21グリッドで出土した深鉢の体部破片。RL単節横回転。縄文後晩期。前述の14と 同じグリッドで

出土し、文様や胎上の状態が似ているので同一個体の可能性がある。

19: G12グ リッドで出土した深鉢の体部。LR横回転。縄文後晩期。

20: G17グ リッドで出土した深鉢の体部破片と思われる。細片のため判断がつきにくい。半円形の断面を

もつ平行沈線が施されている。縄文中期～後期と考えられる。

<土師器>(第 36図、第 9表、写真図版30)

22: G13グ リッドで出土した杯の体都～口縁部の破片。ロクロ成形。21と は異なり口縁部が薄い。

25: A22グ リッドで出上した杯の体部～口縁部の破片。内黒土師器。11世紀後半以前のものであろう。

30: B20グ リッドから出土した高台付杯の底部。高台は接合部から剥落。ロクロ成形。ロクロナデ。

31: A22グ リッドで出土した台付土師器のハの字状の台部。機種は不明だが、余り大きくない。胎土は緻

密であるが、やや軟質である。

32: G12グ リッドから出土した。形態から見て「ロクロかわらけ」と呼ばれるものである。土師器とは別

の器種とする考え方もある。本遺跡で出土した他の土師器より濃い橙色を呈し、胎土はより緻密で硬質

である。底部はロクロ回転糸切りであるが、糸切りを一度中断して切る位置を下にずらした痕跡が残っ

ており、切断後は無調整である。体部外側は、一段のロクロナデによつて斜めに直線的に立ち上がり、

そのまま口縁部に達するが、一部でナデ痕より上にはみ出た部分は、やや内反気味に口縁部に達してい

る。内側は、全面ロクロナデで処理され、内反ぎみに立ち上がるが、日縁部においてはやや外反気味に

なっており、全体的には体部が外反しているように見える。

<陶磁器>(第 36図、第 8表、写真図版30)

33: A20グ リッドⅡ層底部で出土した小碗の回縁部破片。福島県大堀相馬産の陶器。18世紀代である。

34: A20グ リッドⅡ層底部で出土した在地産の陶器。鉢の底部破片 (台付)。 19世紀代である。

35: B tt I層 (表土)で出土した肥前産磁器。染め付け碗の合部破片。19世紀前半のものである。

<剥 片>(第 36図、第10表、写真図版30)

36: A15グ リッドで出土した頁岩、北上山地産。縁辺と折断面に微細な剥離痕がある。

37: B23グ リッドで出土した頁岩、北上山地産。縁辺と折断面に微細な剥離痕がある。

38: A4グ リッドで出土した頁岩、奥羽山脈産。未使用の剥片か。

39: G17グ リッドで出土した頁岩、北上山地産。不定型石器。末端側縁辺に再調整を施してある。

40: D23グ リッドで出土した頁岩、奥羽山脈産。不定型石器。打面側縁辺に再調整が施してある。
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第 7表 出土遺物観察表 (1)[縄文土器 ]
拘
載

番

号

仮

番

号

出
上
位
置

（遺
構
名
）

層位 器種 部 位 文様・特徴 地 紋

内
面
調
整

胎  土 備 考

1 2 A4 Ⅱ層 深鉢 口縁部
RL単節
横回転

晩期前半。

2 1 A4
層
都
Ｉ
下
深鉢 体 部

RL単節
横回転

やや砂粒多い

が焼成良好。
後期後半～晩期前半。

3 4 △4
Ⅱ層
上部
深鉢 体 部

RL早帥
横回転

後期後半～晩期前半。

4 3 A4 Ⅱ層 深鉢 体 部 無文
焼成と胎上の状況から、縄文土器片と判
断した。詳細な時期は不明。

5 A10
層
部
Ｉ
下
深鉢 体 部 非結束羽状紀文

LR・ RL早
節横回転

後期後半～晩期前半。

6 A14
Ⅲ層
上面
深鉢 口縁部

大洞C2式前後。複数
の平行沈線。

不 明
晩期後半。小波状部分の裏に指紋が残る(
内外面を指でつまんで成形したと考える(

7 A15 Ⅱ層 深鉢 口縁部
LR単節
横回転

晩期後半。
日唇部が欠損。

8 10 A15 Ⅱ層 深鉢 体 部
LR早節
横回転

器面の荒れが進んでいる。
時期は不明。

9 14 A区 不 明 深鉢 口縁部 不明
中期中葉。口縁部の突起頂部破片。外側
へ折 り返 し肥厚させている。

A22 H層 深鉢 口縁部
三角形の刺突列が二
段以上並ぶ。

不 明 薄く粗い。 中期後葉。

11 20 Bll H層 深鉢 体 部
LR早帥
横回転

後晩期。
12と 同一個体の可能性。

21 B20 Ⅱ層 深鉢 体 部
LR単節
横回転

後晩期。
11と 同一個体の可能性。

B21 Ⅱ層 深鉢 体 部
LR毒と師
横回転

磨き痕 薄く緻密。 時代不明。

B21 E層 深鉢 体 部 Rl液回転
後晩期。
25と 同一個体の可能性。

B21 Ⅱ層 深鉢 体 部 RL横回転
後晩期。
24と 同一個体の可能性。

C23(25号
陥 し穴 )

層
土
Ⅱ
埋
深鉢 体 部 条が縦走する。

LR早節
斜め回転

やや軟質。
後晩期のものとは異質である。
縄文中期。

34
F23(161チ

溝跡 )
層
土
Ⅱ
埋 浅鉢 口縁部

平行沈線が認められ
るが文様は不明。

LR単節
横回転

粗砂多い。
やや軟質。

縄文中期～後期。

40
Gll
(P134)

層
土
Ⅱ
埋 深鉢 体 部 入組帯状文

LR単節
横回転

帝状文の縄文の磨り消しが不十分なので
丁寧な作りではない。縄文後期後葉。

42 G12 Ⅱ層 深鉢 体 部
LR早節
横回転

後晩期。

20 44 G17 I層 深錬 体 部
断面が半円形の平行
沈線を認める∩

LR単節
横回転

中期～後期のものと思われるが、細片の

ため判断が難しいぉ

第 8表 出土遺物観察表 (2)[陶磁器]

掲

載

番

号

仮

番

号目曽層位 器種 器種 部位
法 量 (cm)

制 作 地 時 代 備 考

口径 底径 器高

A20 Ⅱ層 陶器 小皿 口縁部 福島県大堀相馬 18世紀

11 A20 Ⅱ層 陶器 鉢 底部 在地産 19世紀

26 B区 I層 磁器 碗 月同吉る 肥前 19世紀前半
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第 9表 出土遺物観察表 (3)[土師器]

掲

載

番

号

仮

番

号

出
土
位
置

（遺
構
名
）

層位 器種 部 位

法量 (cm)

調整技法 焼成 胎  土 色調 備 考
口径 底径 器高

623(P85) Ⅱ層 杯
底都～

口縁部

ロクロナデ
回転糸切 り

良好
ややしまりあり。 lmm以下を
中心に最大 3mmの砂粒混入

浅責橙色
～橙色
体部がやや厚い。
赤焼き。

〔
０ H層 杯 口縁部 ロクロナデ 良好

ややしまりあり。 lmm以下
の砂粒の混入が見られる。

橙色～

赤橙色
赤焼き。

跡溝
Ｆ２３
崎

E層 甕 回縁部 ロクロナデ 良好
ややしまりあり。 lmm以下
の砂粒の混入が見られる。

橙色 赤焼き。

24 30
F23

(16号溝跡 )
Ⅱ層 イ 口縁部 ロクロナデ 良好

ややしまりあり。2mm以下C
砂粒の混入が多く見られる。

橙色 赤焼き。

A22 [層 郭 口縁部 ロクロナデ 良好
ややしまりあり。05mmリ
下の砂粒の混入が見られる。

橙色
赤焼き。
内黒処理。

Bll
(14号溝跡 )

Ⅱ層 不 底部 ロクロナデ 良好
ややしまりあり。 lmm以下
の砂粒の混入が見られる。

橙色 赤焼き。

F23

(16号溝跡
Ⅱ層 郭 底都 回転糸切り 良好

ややしまりあり。 lmm以下
の砂粒の混入が見られる。

橙色
体部の立ち上がり
がかなり緩やか。

F23

(16号溝跡
Ⅱ層 郭 底部 7.0

ロクロナデ
回転糸切 り

農好
ややしまりあり。5mm以下C
砂粒の混入が多く見られる。

橙色 赤焼き。

B20 Ⅱ層 台付郭 底部
底・体部に
ロクロナデ

良好
ややしまりあり。 lmm以下
の砂粒の混入が見られる。

橙色
高台剥落。
赤焼き。

30
F23

(16号溝跡 )
Ⅱ層 台付杯 底部

底・体部に
ロクロナデ

良好
2mm以下の砂粒の混入が原
られる。

橙色
高台剥落。
赤焼き。

A22 Ⅱ層 台付郭 台部 ロクロナデ 良好
ややしまりあり。 lmm以下
の砂紅の混入が見られる。

橙色 赤焼き。

G12 Ⅱ層
かわら
,)

底部～

口縁部
84

ロクロナデ
回転糸切 り

良好
ややしまりあり。 lmm以下
の砂粒の混入が見られる。

にぶい

赤橙色
回転糸切 りを中断
した跡が残る。

第10表 出土遺物観察表 (4)[石器・石製品]

掲

載

番

号

仮

番

号

出
土
位
置

（遺
構
名
）

層位 器種 石材 産出地
長さ

(cm)

幅

(cm)

厚さ

(cm)

重 さ

(8)
備 考

50 A15 Ⅱ層 剥片石器 頁岩 北上山系 4.7 縁辺と折断面に微細な剥離痕がある。

B23 I層 剥片石器 頁岩 北上山系 02 縁辺と折断面に微細な剥離痕がある。

A4 Ⅱ層 剥片 頁岩 奥羽山系

317 I層 談j片石器 買岩 北上山系 45 末端側片縁に再調整が施されている。

40 D23 I層 剥片石器 頁岩 奥羽曲系 打面狽I片縁に再調整が施されている。
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V まとめ

1.遺構について
今回の調査区域は、幅が狭いながらも広範囲に延びていたため、宿遺跡一帯を広く大まかに探ることがで

きたと考えられる。試掘調査の結果から、当初は陥し穴と溝がいくらか出るだけであろうと予測されていた

が、結果として陥し穴44基をはじめとして、掘立柱建物跡 2棟、溝跡16条、堀跡 1条、柱穴列 3条、さらに

多数の柱穴状小土坑と多彩な遺構が検出された。

陥し穴 溝状 。円筒形・長方形の 3タ イプのものが検出された。いずれも詳しく時代を特定することは出

来なかったが、縄文時代のものと考えられる。また、これらの分布状況を見ると、A区西端に2基、A区中

央に 1基、D区北西側に2基、同南東側に 1基が点在する他は、A区東端からB区 を通つてC区南端へ連な

るライン上に密集して存在していることが分かる。さらに、溝状 。長方形陥し穴の長軸方向が概ね北西を向

いていることも特徴である。こうした状況からは、A区東端からB区東端までの調査区を挟む南北両狽1の未

調査区域及びその東側の未調査区域に、同様に北西方向の長軸をもつ溝状・長方形陥し穴が多数存在してい

る可能性が強い。おそらく、この地域は縄文時代の猟場であったものと考えられる。

掘立柱建物跡 2棟 とも調査区境に接する位置で検出され、さらに調査区外に広がる可能性もあるため、

正確な規模を知ることは出来なかった。また、出土遺物も無く、 2棟が建てられていた時期を知るための手

がかりが得られなかったため、それぞれの時代や 2棟の関連性を見いだすことも出来なかった。

溝跡 概ね、北～北北東の向きの主軸をもつものと東南東の向きの主軸をもつものに2分される。これら

の溝の切り合い等の関係は本調査では調査区の形状の関係でほとんど確認できなかった。また、旧河道や堀

跡との関係も同様に確認できなかった。土師器片が出土した14号 。16号溝跡については、古代末期には存在

していたと考えられるが、その他の溝跡は埋土や規模の類似から数本について推察出来る程度である。

堀跡 調査区の形状から検出された範囲は狭いものであったが、岩手県教育委員会による試掘調査の結果

や本調査中のボーリング調査によつて、東側調査区外に約80m廷びた後に南進していくことが確認された。

やはり遺物が全く出上しなかったことから、単独で時代を判断することは出来ない。

柱穴列 いずれも検出場所が調査区境であったため、さらに調査区外に延びていたり、あるいは掘立柱建

物跡として広がっている可能性も無いわけではない。したがって、掘立柱建物跡と同様に正確な規模を知る

ことが出来なかった。

柱穴状小土坑 多くはA区中央付近、C区、D区南から南東側に分布している。しかし、掘立柱建物跡や

柱穴列を構成しているものを除くと、それらの時代も性格も全く不明である。唯一ほぼ完形の特殊な杯が出

土した85号柱穴状小土坑のみが11世紀代のものと特定できそうな遺構であり、さらに、付近に同時代の遺構

が存在する可能性を示しているとも言える。

以上、本調査区で検出された遺構から出土した遺物が少ないために、現段階では詳細な時代の特定が困難

なものがほとんどである。しかし、本調査区の西側には人重幡館跡が隣接しており、そことの関連を考慮す

ることは重要である。人重幡館跡には遺構の一つと見られる大規模な空堀跡が現存しており、本遺跡の調査

と前後する時期にその北端付近を岩手県教育委員会が試掘調査している。その結果、本遺跡の堀跡と同規模

の堀跡が空堀跡の東側を南北に並行して存在することが判明した。今後、さらに調査が進めば、 1号堀跡と

入重幡館跡の堀跡との関係も明確になるものと考えられる。また、 1号堀跡とこれを挟むように検出されて
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いる2棟の掘立柱建物跡との関係や、それら2棟の掘立柱跡と人重幡館との関係についても、現段階では裏

付けとなるような史料は見つかっていないが、今後の人重幡館跡一帯の調査によって貴重な史料となるよう

な新たな遺物・遺構が発掘されることも期待される。

2.出土遺物について
出土した土器破片の多くが遺構外で採取されたことから、他の場所から土と一緒に運ばれてきた遺物であ

る可能性が強い。しかし、当初の予想に反して、少数ながらも貴重な遺物の出土を見ることができた。

赤焼き土器 C区南東側の85号柱穴状小土坑から発掘された赤焼土器のイは、本遺跡でだだ一つ、明らか

に人為的に埋められた遺物であると考えられる。器壁が 6～ 8 nlmと 分厚 く、色相は浅黄橙色～橙色を呈し、

胎土は緻密であるがやや軟質であり、さらに近くの溝からも、同様の特徴をもつ杯の口縁部・底部、高台付

郭の底部 ,台部が出土している。これらと同様の特徴をもつ土器群は、北上川あるいはその支流に面した場

所に立地する滝沢村大釜館遺跡 (吉田・井上 1994)、 岩手町沼崎遺跡 (高橋 。人木1994)、 金ヶ崎町西根遺

跡 。鳥海A遺跡 (岩手県教育委員会1981)においても出土している。そして、各報告においては、いずれも

11世紀代中期～末期のものと位置づけられ、ロクロかわらけの初期のものとされている (及川・杉沢 2003)。

本遺跡出土の杯は、形状・寸法の面でもそれらの杯と非常によく似ていることから、やはり11世紀代中期～

末期のものであると考えられる。本遺跡は、西根遺跡・鳥海A遺跡までおよそ30kmと近く、また、厨川柵が

ある盛岡地区と夕鳥海柵がある胆沢地区の中間付近でもある。さらに、古 くから沿岸部へ抜ける起′点でもあり、

交通の要衝として位置づけられていたのではないかと推定される。したがって、この杯が本遺跡南東側調査

区内で出土し、さらに南東に隣接する蛇虹岨遺跡でも同様の杯類が出土したことは、この付近一帯にH世紀

代の安倍氏と関わりのある遺構・遺物が広く埋蔵されている可能性を強 く示唆しているものと考えられる。

ロクロかわらけ C区で遺構外として出土したロクロかわらけは、紫波町比爪館遺跡 (紫波町教育委員会

1983・ 1986)、 北上市国見山廃寺遺跡 (本堂1980、 北上市教育委員会 1981)、 白山廃寺跡 (本堂 1999)、 水沢

市玉貫遺跡 (岩手県埋蔵文化財センター1981)、 平泉町遺跡群 (平泉町教育委員会 1992、  羽柴 2001)他に

おいて同様のものが出土している。これらの遺跡はいずれも北上川沿いに分布し、当時一帯を支配していた

平泉藤原氏の影響下にあったものと考えられている。したがって、これらの遺跡と同時期のものとすれば、

本遺跡の近辺に平泉藤原氏とつながりのある遺跡が存在する可能性も考えられる。ちなみに、本遺跡に最も

近い遺跡としては、北方およそ12kmに比爪館遺跡があり、「皿型土器」という器種名で多くのロクロかわら

けが発掘されている。それらと実際に見比べる機会は得られなかったので、胎土については不明であるが、

その報告書を見る限り、器形、法量、調整及び色調などにかなりの共通点が認められる。したがって、本遺

跡近辺には比爪館遺跡と何らかの関わりをもつ施設が存在していた可能性も出てくる。いずれにせよ、かわ

らけは儀礼や儀式などのための特別な土器 (佐々木 1991、 松本 1994ほ か)と され、本遺跡の付近でも何ら

かの儀礼や儀式が行われたことを示しているものと考えられる。

今回の調査では、遺物を伴う遺構こそ少なかったが、11世紀代～13世紀代の古代東北地方の文化と関わり

のある特殊な杯やロクロかわらけが出土したことから、今後、周辺地域の新たな調査によって、何らかの新

しい展開が見られるものと期待される。

-80-



<参考・引用文献>

岩手県教育委員会

21.1981 「西根遺跡」、「鳥海A遺跡」、参考資料 1「岩手県南部における古代の上器群編年試案」

F東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書 X』 (岩手県文化財調査報告書 第59集 )

22.2003 「宿遺跡・宿館遺跡」「蛇延岨遺跡」ほか

『岩手県内遺跡調査報告書 (平成14年度)』 (岩手県文化財調査報告書 第116集 )

石鳥谷町教育委員会

23.1995 「白幡林遺跡発掘調査報告書」 (財 )岩手県埋蔵文化財センター

24.瀬川司男  1981 「陥し穴状遺構について」[紀要 I』

25。 松本建速  1992 「柳之御所跡におけるかわらけ存在の意味」F紀要XⅡ 』

26.松本建速  1993 「柳之御所跡出土のかわらけ編年試案」F紀要�II』

27.4AA本 建速  1995 「平泉のかわらけと平安京のかわらけの比較」「紀要XV赳

28.杉沢昭太郎 1998 「岩手県における中世後半のかわらけの様相」『紀要XVШ 』

岩手考古学会

29.松本建速  1994 「ロクロかわらけと手づくねかわらけ」『岩手考古学』第 6号

30。 高橋昭治・八木光則 1994 「岩手町出上の古代末期の土器」F岩手考古学』第 6号

31.吉 田努・井上雅孝  1994 「滝沢村大釜館遺跡出上の古代末期の上器について」『岩手考古学』第 6号

32.羽柴直人  2001 「平泉遺跡群のロクロかわらけについて」『岩手考古学』第13号

考古学研究会

33.小川貴司  1979 「回転糸切り技法の展開」『考古学研究』第26巻 第 1号

雄山閣出版

34.人木光則ほか 1998 「岩手県の 9世紀/10世紀/12世紀の上器」『日本土器大辞典習

中央公論美術出版

35.宮本長二郎 1996 『日本原始古代の住居建築』 中央公論美術出版

東北中世考古学会

36.及川司・杉沢昭太郎 2003 「陸奥のかわらけ一岩手県―」「中世奥羽の土器陶 。磁器』

平泉町教育委員会

37.1992 「平泉遺跡群発掘調査報告書」 平泉町文化財調査報告書第29集

北上市立博物館

38.本堂寿- 1999 「北上市内吉代寺院跡出上の上器片と鋳物の鉄片について」F北上市立博物館研究報告』第12号

岩手出版

39.佐々木博康 1991 「中尊寺伝三重池後出土の上器」F平泉と東北古代史―第三編 平泉とその文化」

山川出版社

40,細井 計ほか 1999 『岩手県の歴史』

-81-



報 告 書 抄 録

ふ り が な しゅくいせきはっくつちょうさほうこくしょ

書 名 宿遺跡発掘調査報告書

副  書  名 八重畑地区ほ場整備事業関連遺跡発掘調査

シ リーズ名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第 440集

編 著 者 名 早坂 淳

編 集 機 関 財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所  在  地 020-0853 岩手県盛岡市下飯岡H-185 TEL 019(638)-9001・ 9002

発 行 年 月 西暦 2004年 1月 30日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地
コー ド 】ヒ傘革 東経

調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

しゆくいせき

宿遺跡

い幹”蜘”勒拗唖

03342 ME17
-0110

曖

　

扮

　

孵

３

　

　

　

２

　

　

　

５

141度

10分

13秒

2002.8。 9.

～2002.11.7
3,020m2

人重畑地区

ほ場整備事

業に伴う緊

急発掘調査

所 収 遺 跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

宿遺跡

猟場跡

集落、館

縄文時代

古代以降

中世以降

不明

陥し穴   44基

掘立柱建物跡 2棟

柱穴状小土抗 1基

溝跡    1条

跡
　
　
跡

抗

堀
　
　
溝

土

1条

15条

27基

縄文後期・晩期土器

土師器

陶磁器

赤焼土器 (郭 )

(11世紀中期～末期 )

ロクロかわらけ

(12世紀～13世紀)
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遺跡の位置と周辺地形図 (北西から)

南lRl(D区 】しから)

写真図版 1 調査区航空写真等

調査区域全景

東側 (B区 、C区 西から) 西lRl(A区 東から)
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作業風景 (A区東恨」)

作業風景 (C区北lRl) 作業鼠景

発掘状況 (B区西lll) 発掘状況 (B区西lal～ A区 )

発掘状況 (A区東側～西側) 発掘状況 (B区東側～C区 )

写真図版 3 作業風景、発掘状況

発掘状況 (D区南TRl)
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4号掘立柱建物跡

2号掘立柱建物跡

写真図版 4

1号 (右 )、 2号 (左)柱穴列

掘立柱建物跡、柱穴列
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全景

2号 縦断面

写真図版 5 陥し穴 (1)
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